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が
国
の
経
済
状
況
は
、
平
成
不

況
が
長
引
く
中
、
極
め
て
厳
し

い
情
勢
に
あ
る
が
、
新
技
術
や

新
分
野
に
果
敢
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
今
大
会
の
テ
ー
マ
は
『
新

世
紀
に
向
か
い
供
試
さ
れ
る
大

地
・
北
海
道
僑
か
ら
新
し
い
発

想
を
！
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

は
新
し
い
時
代
に
挑
戦
し
よ
う

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
全
国
5
万
の
英
知
と
パ
ワ

ー
を
結
集
し
新
世
紀
に
向
か
い

電
気
工
事
業
の
一
層
の
飛
躍
を

期
待
す
る
。
ロ
マ
ン
と
大
自
然

の
北
海
道
を
舞
台
に
多
く
の
成

果
を
お
持
ち
帰
り
頂
き
た
い
。
」

　

続
い
て
米
沢
外
秋
全
日
電
工

連
会
長
は
、

「
今
回
の
第　

回
全
国
大
会
は

17

不
況
の
長
期
化
に
よ
り
厳
し
い

経
済
環
境
の
中
で
迎
え
る
大
会

力強く決意を語る米沢会長

1､600 名が集結し、熱気あふれる会場

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業
組
合
連
合
会
主
催
、
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組
合
主
管
に
よ
る

第　

回
電
気
工
事
業
全
国
大
会
が
9
月　

日
、
秋
晴
れ
の
北
海
道
札
幌
市
内
の
ロ
イ
ト
ン
札
幌

17

29

に
お
い
て
来
賓
、
組
合
員
、
青
年
部
等
1
、
6
0
0
余
名
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
供
新
世
紀
に
向
か
い
「
試
さ
れ
る
大
地
・
北
海
道
」
か
ら
新
し
い
発

想
を
僑
を
、
ま
た
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
供
新
し
い
業
界
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
思
い
切
っ
た
発
想
の

転
換
を
供
僑
新
技
術
・
新
分
野
へ
の
果
敢
な
挑
戦
で
事
業
の
拡
大
僑
を
掲
げ
、
更
に
一
般
用
電

気
工
作
物
調
査
業
務
へ
の
参
入
自
由
化
に
伴
い
、
電
気
保
安
の
推
進
・
確
保
に
組
織
を
挙
げ
て

取
り
組
む
こ
と
も
決
定
し
て
お
り
、
ま
さ
に
我
が
業
界
に
と
っ
て
転
機
と
な
る
大
会
と
な
っ
た
。

　

同
大
会
は
主
管
で
あ
る
北
海
道
電
工
組
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
営
に
よ
り
、
熊
田
俊
明
北
海
道
大

学
教
授
に
よ
る
〈
記
念
講
演
会
〉
、
〈
大
会
式
典
〉、
供
北
海
道
の
開
拓
と
歴
史
僑
と
銘
打
っ
た

〈
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〉
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
の
交
流
の
場
と
な
っ
た
〈
懇
親
会
〉
と
滞
り
な
く

行
な
わ
れ
た
。
全
国
大
会
初
の
青
年
部
に
よ
る
意
見
発
表
も
、　

世
紀
型
ビ
ジ
ョ
ン
を
提
案
し
、

21

会
場
の
賛
同
を
大
い
に
得
て
い
た
。

　

同
大
会
式
典
は
予
定
通
り
当

日
午
後
2
時　

分
、
国
家
斉
唱

30

で
幕
を
開
け
、
物
故
者
へ
の
黙

祷
に
続
き
、
今
大
会
を
主
管
し

た
北
海
道
電
気
工
事
業
工
業
組

合
理
事
長
で
、
同
大
会
実
行
委

員
長
で
も
あ
る
島
津
孝
吉
氏
が

全
国
か
ら
の
参
加
者
を
前
に
歓

迎
の
辞
を
兼
ね
た
開
会
の
こ
と

ば
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

　

「
全
国
組
合
員
5
万
を
代
表

し
、
全
国
各
地
か
ら
大
勢
の
皆

様
に
御
出
席
い
た
だ
き
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
昨
今
我

で
あ
る
が
、
高
度
情
報
化
社
会
、

高
齢
化
社
会
、
地
球
環
境
問
題

等
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

電
気
工
事
業
界
に
お
い
て
も
需

要
形
態
の
転
換
期
を
迎
え
る
時

代
に
あ
っ
て
、
我
が
業
界
の
営

業
形
態
も
よ
り
需
要
家
の
立
場

に
立
っ
た
提
案
型
技
術
営
業
へ

の
転
換
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。
」と
国
民
の
生
活
様
式
の
多

様
化
、
高
度
化
に
伴
う
需
要
構

造
の
変
化
に
触
れ
た
。

　

ま
た
昨
年
8
月
に
電
気
事
業

法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
一
般
用

電
気
工
作
物
調
査
業
務
に
つ
い

て
調
査
機
関
へ
の
規
制
緩
和
が

行
な
わ
れ
た
こ
と
に
対
し
、

「
我
が
電
気
工
事
業
界
に
も
同

事
業
参
入
の
道
が
拓
け
た
。
全

日
電
工
連
で
は
傘
下
の　

都
道

47

府
県
電
気
工
事
工
業
組
合
が
国

の
指
定
調
査
機
関
の
申
請
を
し
、

組
織
を
挙
げ
て
準
備
を
進
め
て

い
る
。　

月
か
ら
は
全
国
に
先

10

駆
け
て
関
東
一
都
七
県
電
工
組

が
同
業
務
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

他
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
来
春
を
目

途
に
業
務
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。
今
後
自
主
保
安
体
制
へ
の

移
行
促
進
と
と
も
に
、
一
層
の

規
制
緩
和
を
期
待
す
る
。
」
と
、

同
業
務
が
業
界
の
展
望
を
図
る

上
で
画
期
的
な
こ
と
と
位
置
付

け
た
。  

　

さ
ら
に
分
離
発
注
促
進
、
後

継
者
育
成
等
早
急
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積

し
て
い
る
中
、
今
回
の
札
幌
大

会
を
変
革
へ
の
絶
好
の
機
会
と

捉
え
、「
様
変
わ
り
す
る
社
会
構

造
の
変
化
に
対
し
先
取
り
的
に

対
応
し
、
新
し
い
技
術
集
団
、

企
業
集
団
と
し
て　

世
紀
へ
の

21

道
を
切
り
開
い
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。」
と
、
同
大
会
が

電
気
工
事
業
界
の
新
た
な
転
換

点
と
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　

来
賓
挨
拶
で
は
平
沼
赳
夫
通

商
産
業
大
臣
（
代
読
）
、
扇
千
景

建
設
大
臣
（
代
読
）
、
堀
達
也
北

海
道
知
事
（
代
読
）
、
南
山
英
雄

（
二
面
に
続
く
）

会
長
挨
拶

調査業務参入に

向けて一丸と

広告スペース

広
告
ス
ペ
ー
ス
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日
本
経
済
は
長
引
く
不
況

が
一
部
改
善
の
兆
し
が
あ
る

も
の
の
、
我
々
中
小
企
業
に

と
っ
て
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
環
境
の
も
と
に
あ
り
、
ま

だ
ま
だ
先
行
き
不
透
明
感
が

払
拭
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
は
、

日
本
社
会
の
構
造
的
な
変
革

期
を
迎
え
、
加
え
て
規
制
緩

和
の
促
進
に
よ
り
、
各
産
業

界
で
は
、
業
界
の
垣
根
を
超

え
た
新
し
い
需
要
を
求
め
て

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

世
紀
は
、
高
度
情
報
化

21
社
会
、
高
齢
化
社
会
、
地
球

環
境
問
題
へ
の
対
策
が
産
業

の
主
要
な
課
題
に
な
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
政
府
も
今
後

の
公
共
事
業
に
は
、
Ｉ
Ｔ
産

業
へ
の
投
資
の
拡
大
を
発
表

し
て
お
り
、
我
が
電
気
工
事

業
界
と
し
て
は
、
他
に
先
駆

時
間
技
術
営
業
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
を
通
じ
て
需
要
家
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
な
ど
、

先
ず
足
下
か
ら
業
界
の
構
造
改

革
を
図
る
自
助
努
力
が
必
要
な

の
で
は
な
い

か
。

　

時
あ
た
か

も
、
規
制
緩

和
の
方
向
へ

と
進
む
中
で
、

電
気
保
安
に

係
わ
る
一
般

用
電
気
工
作

物
の
調
査
業

務
に
つ
い
て

も
電
気
事
業

法
の
一
部
改

正
が
行
わ
れ
、

我
が
業
界
も

国
の
指
定
調

査
機
関
と
し

て
保
安
業
務

の
脱
却
を
図
り
、
需
要
家
の
立

場
に
立
っ
た
き
め
の
細
か
い
提

案
型
技
術
営
業
へ
の
転
換
が
強

く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、　

24

開会のことばを述べる島津大会実行委員長

（
一
面
か
ら
続
く
）

北
海
道
電
力
㈱
取
締
役
社
長
、

西
田
一
成
松
下
電
工
㈱
取
締
役

社
長
、
塚
原
淳
一
東
芝
ラ
イ

テ
ッ
ク
㈱
取
締
役
社
長
の
各
氏

が
大
会
の
成
功
を
祝
い
挨
拶
を

述
べ
、
壇
上
に
い
る
来
賓
ら
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
多
数
寄
せ
ら
れ
た

祝
電
が
披
露
さ
れ
た
後
、
全
国

大
会
で
は
初
め
て
の
全
日
電
工

連
青
年
部
に
よ
る
意
見
発
表
が
、

青
年
部
協
議
会
の　

島
一
策
代

表
幹
事
（
全
関
東
）
、
冨
田
正
代

表
幹
事
（
中
部
）
、
中
村
勝
彦
代

表
幹
事
（
北
海
道
）
の
3
氏
に

よ
り
行
な
わ
れ
た
。
去
る
8
月

　

日
に
東
京
・
芝
の
全
日
電
工

29

連
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

全
国
青
年
部
協
議
会
で
青
年
部

の
統
一
意
見
と
し
て
集
約
さ
れ

た
意
見
が
、
全
国
か
ら
の
参
加

者
の
前
で
堂
々
と
発
表
さ
れ
、

聴
衆
の
賛
同
を
集
め
、
同
青
年

部
の
漲
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
会
場

全
体
に
行
き
届
い
た
。

　

続
い
て
同
大
会
の
大
会
決
議

文
を
徳
住
一
郎
全
日
電
工
連
副

会
長
が
力
強
く
読
み
上
げ
、
こ

れ
を
米
沢
外
秋
全
日
電
工
連
会

長
に
手
渡
し
た
。

　

更
に
、
次
回
全
国
大
会
開
催

地
に
愛
知
県
・
名
古
屋
市
が
決

定
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
加

藤
金
太
郎
中
部
電
気
工
事
業
組

合
連
合
会
会
長
が
、

　

「　

世
紀
に
入
り
初
め
て
開

21

催
さ
れ
る
第　

回
電
気
工
事
業

18

全
国
大
会
が
、
愛
知
県
・
名
古

屋
市
で
開
催
さ
れ
る
運
び
と

な
っ
た
こ
と
は
大
変
光
栄
な
こ

と
で
す
。
2
0
0
5
年
愛
知
万

博
、
そ
し
て
中
部
国
際
空
港
も

着
々
と
準
備
が
進
ん
で
お
り
、

中
部
地
区
は
大
変
盛
り
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。
来
年
の　

月
4

10

日
、
名
古
屋
国
際
会
議
場
に
皆

様
こ
ぞ
っ
て
お
い
で
頂
き
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
」

と
、
第　

回
電
気
工
事
業
全
国

18

大
会
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
た
。

　

最
後
に
三
上
隆
全
日
電
工
連

副
会
長
の

　

「
今
大
会
の
サ
ブ
テ
ー
マ
の

一
つ
で
あ
る
『
新
技
術
・
新
分

野
へ
の
果
敢
な
挑
戦
で
事
業
の

拡
大
』
を
現
実
的
に
す
る
に
は
、

全
日
電
工
連
を
中
心
と
し
た
全

国
的
な
規
模
で
各
ブ
ロ
ッ
ク
が

連
携
を
取
り
つ
つ
、
事
業
を
推

進
す
る
こ
と
が
最
も
効
果
が
期

待
で
き
る
。
総
力
を
結
集
し
、

新
世
紀
に
お
い
て
も
供
製
・
販
・

工
僑
各
業
界
が
従
来
に
も
増
し

て
緊
密
な
連
携
・
協
調
の
下
共

に
歩
む
こ
と
を
期
待
す
る
。」
と

の
閉
会
の
こ
と
ば
で
、
第　

回
17

電
気
工
事
業
全
国
大
会
は
盛
会

裡
に
幕
を
閉
じ
た
。

へ
の
新
た
な
参
入
が
可
能
と

な
り
、
現
在
組
織
を
あ
げ
て

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
は
急

激
に
動
き
、
社
会
構
造
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
中
で
、

我
が
業
界
は
、
今
後
、
新
し

い
業
界
ビ
ジ
ョ
ン
を
構
築
し
、

思
い
切
っ
た
発
想
の
転
換
を

図
り
な
が
ら
、
経
営
の
近
代

化
、
雇
用
高
度
化
に
向
け
て

の
一
段
の
努
力
を
重
ね
、
新

し
い
技
術
集
団
、
企
業
集
団

と
し
て
の
道
を
歩
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
、
関
係
行
政
庁
、
関

係
団
体
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
こ
れ
ら
課
題
解

決
に
向
け
て
邁
進
す
る
こ
と

を
、
本
日
の
大
会
の
名
に
お

い
て
総
意
を
持
っ
て
決
議
す

る
。

新技術・新分野

　への果敢な挑戦

次
回
開
催
地
は
愛
知
県

  

名
古
屋
市
に
決
定

け
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
の
構

築
を
は
じ
め
、
情
報
通
信
事
業

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
強

く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

電
気
工
事
業
界
の
需
要
も
、

従
来
型
の
強
電
設
備

工
事
に
加
え
、
通
信

関
係
の
弱
電
設
備
工

事
を
は
じ
め
、
高
齢

化
社
会
や
環
境
問
題

に
配
慮
し
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
設
備
工
事
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

工
事
な
ど
、
新
し
い

形
の
需
要
が
急
速
に

拡
大
し
つ
つ
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
新
し
い

需
要
に
対
す
る
対
策

が
強
く
求
め
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、

従
来
型
の
受
け
身
の

間
接
受
注
構
造
か
ら

1、新しい業界ビジョンのもと思い切った

　発想の転換

2、新技術・新分野への果敢な挑戦で事業  

　を拡大

3、メンテナンス業務の再認識と需要家の

　立場に立った提案型の技術営業の展開

　　　　　　　　　平成 12 年 9 月 29 日

　　第 17 回電気工事業全国大会

大　会　決　議
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21 世紀のエネルギー供給システムを考える

講演する熊田俊明北大教授

　

北
海
道
大
学
の
熊
田
で
ご
ざ

い
ま
す
。
実
は
、
私
、
こ
の
よ

う
な
盛
大
な
会
合
で
講
演
を
す

る
の
は
、
二
度
目
で
ご
ざ
い
ま

す
。
３
～
４
年
前
に
、
北
海
道

電
力
の
主
催
で
、
市
民
会
館
で

「　

分
ほ
ど
話
を
し
て
く
だ
さ

20
い
」
と
言
わ
れ
た
と
き
に
は
、

す
っ
か
り
上
気
し
ま
し
て
、
何

を
話
し
た
か
記
憶
が
な
い
ぐ
ら

い
大
失
敗
を
し
ま
し
て
、
き
ょ

う
は
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
多
少
準
備
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

早
速
、
き
ょ
う
の
「
地
球
環

境
保
全
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」

と
い
う
お
話
に
入
り
ま
す
が
、

昭
和　

年
ご
ろ
の
日
本
の
エ
ネ

30

ル
ギ
ー
事
情
を
調
べ
て
み
ま
す

と
、
正
確
な
数
値
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
の
当
時

の
電
力
の
８
割
が
水
力
発
電
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
２
割
が
火
力

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自

給
率
で
申
し
ま
す
と
、
石
炭
、

水
力
発
電
を
中
心
に
し
て
、
約

８
割
が
自
給
し
て
い
た
ん
で
す

ね
。
残
り
の
大
部
分
は
、
お
そ

ら
く
石
油
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
昭
和　

年
、
石
油

47

危
機
の
１
年
前
・
・
西
暦
で
言

い
ま
す
と
1
9
7
2
年
に
な
り

ま
す
か
。
こ
の
と
き
に
は
、
実

は
、　

～　

％
が
石
油
に
な
っ

76

77

て
い
ま
し
て
、
自
給
率
が
何
と

　

％
に
下
が
っ
て
い
る
ん
で
す

11ね
。

　

つ
ま
り
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
体
制
が
、
も
う
こ
の　
15

～　

年
、
実
質
的
に
石
油
の
輸

16
入
が
増
え
た
の
は
昭
和　

年
ぐ

33

ら
い
か
ら
で
す
か
ら
、　

年
ぐ

15

ら
い
の
間
に
、
も
う
ま
っ
た
く

供
給
体
制
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
わ
け
で
す
。

　

昭
和　

年
の
長
期
エ
ネ
ル
ギ

47

ー
計
画
を
見
る
と
、
そ
の
当
時
、

３
億
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
弱
、
２
億 

8
、
0
0
0
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

ぐ
ら
い
の
石
油
を
輸
入
し
て
い

た
の
で
す
が
、　

年
か
ら　

年

47

15

後
、
1
9
8
7
年
・
・
昭
和　
62

年
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
石
油

の
需
要
が
３
倍
強
に
増
え
た
。

８
億 
5
、
0
0
0
万
～
９
億
キ

ロ
リ
ッ
ト
ル
の
石
油
を
輸
入
し

な
け
れ
ば
、
日
本
の
経
済
発
展

の
た
め
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ま
か
な
え
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

　

つ
ま
り
、
そ
の
次
の
年
に
石

油
危
機
が
起
き
る
な
ん
て
い
う

こ
と
を
、
夢
想
だ
に
し
て
い
な

い
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
ま

あ
、
ま
さ
に
供
油
断
僑
を
し
て

い
た
ん
で
す
ね
。

　

で
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、　

48

年
・
・　

年
に
、
石
油
危
機
が

73

突
然
起
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ

う
し
ま
し
た
ら
、
こ
れ
は
、
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
な
く

な
っ
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
北

海
道
で
は
、
灯
油
の
確
保
に
ず

い
ぶ
ん
苦
労
し
た
方
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

産
業
界
で
は
、
今
で
も
や
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
と
に

か
く
力
を
入
れ
た
の
が
、
こ
れ

か
ら
十
数
年
間
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
と
。
そ

れ
か
ら
、
石
油
か
ら
石
炭
に
切

り
替
え
ら
れ
る
も
の
は
、
石
炭

に
切
り
替
え
ま
し
ょ
う
と
。

　

そ
の
結
果
、
今
か
ら　

年
ぐ

10

ら
い
前
に
は
、
石
油
へ
の
依
存

度
が　

～　

％
ま
で
下
が
っ
て

51

52

い
る
ん
で
す
ね
。
特
に
産
業
界

が
、
た
と
え
ば
、
石
油
危
機
か

ら
現
在
ま
で
、
産
業
界
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
５
％
し
か

増
え
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

だ
か
ら
、
一
時
は
ず
い
ぶ
ん

後
と
も
安
全
に
供
給
さ
れ
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
当
然
心
配
に

な
る
わ
け
で
す
ね
。

　

ま
あ
、
毎
年
の
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
な
会
議
が
開
か
れ
て
い

る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
地

球
環
境
問
題
と
い
う
の
は
、
皆

さ
ん
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
た
く

さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。
い
ち
ば

ん
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の

が
、
温
暖
化
の
問
題
で
す
ね
。

あ
と
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
問
題
。

こ
れ
は
、
今
、
南
極
大
陸
の
二

倍
ぐ
ら
い
の
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
が

で
き
て
い
る
。
北
極
に
も
で
き

て
い
る
と
い
う
。

　

で
、
北
海
道
が
い
ち
ば
ん
、

実
は
オ
ゾ
ン
の
薄
い
地
域
で
、

季
節
に
も
よ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

だ
い
た
い
自
然
の
オ
ゾ
ン
濃
度

の　

％
か
ら
、
ひ
ど
い
と
き
は

10

　

％
ぐ
ら
い
、
札
幌
は
、
オ
ゾ

15ン
の
濃
度
が
薄
い
ん
で
す
。
こ

う
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

あ
る
い
は
酸
性
雨
の
問
題
。

そ
れ
か
ら
海
洋
汚
染
。
こ
れ
は

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
で
す
ね
。
そ
れ

か
ら
熱
帯
雨
林
の
減
少
。
そ
れ

か
ら
熱
帯
雨
林
の
減
少
に
関
係

す
る
ん
で
す
が
、
野
生
生
物
の

種
の
減
少
。
絶
滅
種
が
ど
ん
ど

ん
増
え
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
た
く
さ
ん
あ
る
ん

で
す
が
、
そ
の
中
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
関
連
し
て
い
る
の
は
、
大

気
汚
染
の
問
題
と
、
地
球
温
暖

化
の
問
題
な
ん
で
す
ね
。

　

大
気
汚
染
の
問
題
は
、
も
う

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
、
実

は
最
初
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
研

究
者
が
、
今
か
ら　

年
ぐ
ら
い

30

前
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
気
汚

染
は
深
刻
だ
と
。
何
と
か
し
な

き
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を

言
い
出
し
た
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
な
か
な
か
対
策
が
進
ま
な

い
ん
で
す
ね
。

　

そ
の
う
ち
に
、
今
度
は
カ
ナ

ダ
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、

今
か
ら
二
十
数
年
前
に
、
カ
ナ

ダ
の
湖
・
・　

万
か
ら
あ
る
う

30

ち
の　

％
ぐ
ら
い
が
、
酸
性
雨

10

で
、
生
物
が
棲
め
な
く
な
っ
て
、

死
滅
し
て
い
る
と
。
原
因
を
調

べ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
汚
染

物
質
の
５
割
か
ら
６
割
が
飛
ん

で
き
て
い
る
と
。
何
と
か
し
て

く
れ
と
い
う
こ
と
を
、
強
硬
に

ア
メ
リ
カ
に
申
し
込
ん
だ
ん
で

す
ね
。

　

そ
の
と
き
、
ア
メ
リ
カ
は
、

何
と
言
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ

れ
だ
っ
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

こ
れ
か
ら
大
々
的
に
原
子
力
開

発
を
や
っ
て
、
酸
性
雨
が
出
な

い
よ
う
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
と

言
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
７

～
８
年
待
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ

は
ほ
と
ん
ど
原
子
力
発
電
所
を

新
設
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
カ
ナ

ダ
政
府
が
、
今
か
ら　

年
ぐ
ら

12

い
前
、
再
度
強
硬
に
ア
メ
リ
カ

政
府
に
申
し
込
ん
だ
ら
、
今
か

ら　

年
前
、　

年
に
よ
う
や
く

10

90

法
律
を
つ
く
り
ま
し
て
、
対
策

を
始
め
た
わ
け
で
す
。

　

が
、
現
在
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
大
気
汚

染
物
質
、
酸
性
雨
の
原
因
で
あ

る
窒
素
酸
化
物
、
硫
黄
酸
化
物

の
排
出
量
が
、
ほ
と
ん
ど
改
善

さ
れ
て
い
な
い
ん
で
す
。
ド
イ

ツ
が
、
か
な
り
努
力
を
し
て
、

減
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら

フ
ラ
ン
ス
が
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
の　

％
が
原
子
力
に
な
っ
て

40

い
て
、
わ
が
国
は
、
炭
酸
ガ
ス

の　

％
、
汚
染
物
質
の
４
割
だ

50
か
を
、
原
子
力
発
電
に
よ
っ
て

減
ら
し
て
い
る
ん
だ
と
、
胸
を

張
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
全
体
的
に
見
ま
す
と
、
対

策
は
必
ず
し
も
進
ん
で
お
り
ま

せ
ん
。

　

た
と
え
ば
、
火
力
発
電
は
、

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
当
た
り

の
汚
染
物
質
の
排
出
量
を
日
本

と
比
べ
ま
す
と
、
硫
黄
酸
化
物

で　

倍
違
う
ん
で
す
。
日
本
の

22

　

倍
多
い
ん
で
す
。
窒
素
酸
化

22物
で
７
倍
な
ん
で
す
ね
。
ぜ
ん

ぜ
ん
比
較
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
、

ま
だ
ま
だ
対
策
が
進
ん
で
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
依
然
と
し
て
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
あ
る
い
は
北

米
・
・
五
大
湖
の
近
く
で
す
ね
、

ア
メ
リ
カ
は
工
業
地
帯
で
、
火

力
発
電
所
が
多
い
と
こ
ろ
な
ん

で
す
が
、
こ
こ
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
ん
で
す
が
、
ア
ジ
ア
で

は
中
国
の
南
部
で
す
。

　

じ
ゃ
、
日
本
は
ど
う
か
。
北

海
道
に
い
ま
す
と
ネ
、
ま
あ
、

あ
ま
り
問
題
は
な
い
ん
で
す
が
、

札
幌
の
中
央
区
の
ほ
ん
の
一
部

で
、
観
測
値
を
わ
ず
か
に
超
え

る
ぐ
ら
い
の
場
所
が
あ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
全
体
的
に
見
た

ら
、
大
気
汚
染
は
、
北
海
道
に

は
関
係
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
ん
で
す
が
、
実
は
、
日
本
は

そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

　

日
本
の
酸
性
雨
の
濃
度
と
い

う
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
北
米

と
比
べ
て
、
か
な
り
低
い
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
、
か

な
り
の
濃
度
の
酸
性
雨
が
降
っ

て
い
る
ん
で
す
ね
。
特
に
問
題

な
の
は
、
西
日
本
な
ん
で
す
。

こ
れ
は
冬
季
間
、
中
国
の
何
と

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

減
っ
た
ん
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
が
、
民
生
、
運
輸
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
か
、

民
間
で
、
一
般
家
庭
で
、
大
量

の
電
気
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま

し
て
、
そ
ち
ら
が
増
え
た
た
め

に
、
結
局
、
現
在
で
は
、
当
時

に
比
べ
て
、
お
よ
そ 
1
・
5
倍

弱
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増

え
て
い
る
ん
で
す
ね
。
石
油
の

占
め
る
割
合
と
い
う
の
も　

～
54

　

％
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

55
　

こ
ん
な
に
石
油
へ
の
依
存
度

の
高
い
国
と
い
う
の
は
、
世
界

で
日
本
と
韓
国
ぐ
ら
い
な
ん
で

す
。
石
油
産
油
国
は
別
と
し
ま

し
て
で
す
よ
。
日
本
と
、
韓
国

が
、
や
は
り　

％
ぐ
ら
い
で
す

55

ね
。
こ
の
よ
う
に
半
分
以
上
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
海
外
に
依
存
し

て
い
て
、
い
っ
た
い
石
油
が
今

＜略歴＞熊田俊明
昭和 12 年 12 月 25 日　樺太名好町生まれ
昭和 36 年 3 月　北海道教育大学卒
昭和 44 年 3 月　東北大学大学院工学研究
科博士課程原子核工学専攻終了
昭和 44 年 4 月　動力炉・核燃料開発事業
団入社
昭和 46 年 4 月　北海道大学工学部助教授
平成 7 年 4 月　北海道大学工学部教授(原
子力安全工学講座 )

全
国
大
会

記
念
講
演
会

供
油
断
僑
し
て
い
た
日
本
の

        
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制

大
気
汚
染
と

　
　
　

地
球
温
暖
化

進
ん
で
い
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

大
気
汚
染
物
質
対
策
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分かり易く語りかける熊田教授

化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ
る

　
　
　

国
別
C
o
2
排
出
量（
1
9
9
6
年
）

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

か
が
、
西
日
本
、
東
京
寄
り
、

西
側
の
ほ
う
に
届
く
範
囲
で
、

偏
西
風
が
来
る
ん
で
す
ね
。
そ

の
汚
染
物
質
の
濃
度
が
、
だ
い

た
い
日
本
で
主
に
自
動
車
か
ら

出
る
汚
染
物
質
の
濃
度
よ
り
多

い
ぐ
ら
い
な
ん
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
れ
は
日
本
だ

け
が
で
す
ね
、
世
界
の
大
気
汚

染
対
策
の
基
準
の
５
割
以
上
は

日
本
に
あ
る
と
言
っ
て
豪
語
し

た
と
こ
ろ
で
、
日
本
だ
け
じ
ゃ

解
決
で
き
な
い
ん
で
す
。
で
、

日
本
、
韓
国
、
中
国
が
、
手
を

取
り
合
っ
て
、
何
と
か
し
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
ん

で
す
が
、
な
か
な
か
中
国
の
、

た
と
え
ば
、
発
電
所
な
り
、
工

場
な
り
の
汚
染
物
質
を
改
善
を

す
る
の
に
は
大
変
な
お
カ
ネ
と

時
間
が
か
か
る
ん
で
す
ね
。

　

で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
、
こ

れ
は
、
見
込
み
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
こ
こ　

～　

年
は
、
見
込

20

30

み
は
な
い
ん
で
す
。

　
　

～　

年
た
ち
ま
す
と
、
日

20

30

本
で
も
、
や
が
て
、
相
当
大
規

模
な
森
林
破
壊
が
起
き
る
か
も

し
れ
な
い
ん
で
す
。
こ
れ
は
専

門
家
の
意
見
で
す
。

　

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
日
本
は

な
ぜ
、
森
林
が
ド
イ
ツ
の
よ
う

に
大
規
模
に
破
壊
さ
れ
な
い
か

と
い
う
の
は
、
一
つ
に
は
、
土

壌
が
ど
う
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
と
成
分
が
少
し
違
う
ん

で
す
ね
。
酸
性
雨
を
中
和
す
る

能
力
が
、
日
本
の
土
壌
の
ほ
う

が
高
い
そ
う
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
日
本
の
河
川

は
急
峻
で
、
流
れ
が
速
い
と
い

う
こ
と
と
、
雨
量
が
多
い
こ
と

で
、
汚
染
物
質
が
か
な
り
海
へ

流
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
。
こ
れ
は
推
定
で
す
け
れ
ど

も
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
日
本
で

な
か
な
か
森
林
破
壊
が
・
・
ご

く
一
部
は
起
き
て
い
る
ん
で
す

よ
、
起
き
て
い
る
ん
で
す
が
、

全
体
的
に
は
あ
ま
り
被
害
を
受

け
な
い
ん
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

い
る
ん
で
す
ね
。
し
か
し
、
中

国
が
そ
の
状
態
で
続
き
ま
す
と
、

日
本
へ
も
や
が
て
来
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
大
変
な
問
題
は
、

中
国
の
ご
く
南
部
を
除
い
て
は
、

暖
房
が
必
要
な
地
域
が
、
ほ
と

　

た
だ
、
そ
れ
で
は
、
札
幌
市

の
大
気
汚
染
の
問
題
は
解
決
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
石

炭
か
ら
灯
油
に
家
庭
の
燃
料
が

変
わ
っ
て
初
め
て
、
最
近
の
よ

う
に
き
れ
い
な
空
気
に
な
っ
た

わ
け
で
す
ね
。

　

じ
ゃ
、
中
国
も
そ
う
す
れ
ば

い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
っ
た
ら
、

こ
れ
ま
た
、
と
ん
で
も
な
い
ん

で
す
。　

倍
の
人
口
の
中
国
が
、

10

石
炭
か
ら
灯
油
に
燃
料
を
替
え

ら
れ
た
ら
、
石
油
の
需
要
が
と

ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
中
国
の
大
気
汚
染

の
問
題
解
決
は
、
非
常
に
難
し

い
。

　

し
た
が
っ
て
、
日
本
は
、
今

後
そ
う
い
う
中
国
の
煙
に
い
ぶ

さ
れ
る
よ
う
な
状
況
に
な
り
ま

す
か
ら
、
決
し
て
油
断
は
な
ら

な
い
ん
で
す
が
、
た
だ
、
少
な

く
と
も
世
界
の
国
々
が
、
日
本

並
み
に
や
っ
て
く
れ
れ
ば
、
だ

い
た
い
は
解
決
で
き
る
と
い
う

こ
と
な
ん
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
先
ほ
ど
言
い
ま

し
た
温
暖
化
の
問
題
は
、
そ
う

は
い
か
な
い
ん
で
す
。
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
９
割
弱
が
、
こ

れ
、
化
石
燃
料
で
す
。
石
油
が

　

％
、
そ
れ
か
ら
ガ
ス
が　

％
、

40

23

石
炭
が　

％
と
い
う
よ
う
な
調

26

子
で
す
ね
。
だ
い
た
い
９
割
弱

が
化
石
燃
料
で
す
。

　

つ
ま
り
、
世
界
の
国
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、

化
石
燃
料
を
使
う
に
等
し
い
ん

で
す
。
そ
れ
で
化
石
燃
料
を
使

う
と
、
炭
酸
ガ
ス
が
出
て
く
る

わ
け
で
す
か
ら
、
よ
く
言
わ
れ

る
の
は
、
経
済
成
長
の
た
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
と
、
環
境

が
悪
化
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

環
境
、
そ
れ
か
ら
経
済
と
い
う

も
の
が
、
三
す
く
み
の
う
ち
に

あ
る
。
英
語
で
は
「
ト
リ
レ
ン

マ
」
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
状
態
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
の
が
、
非
常
に
大
き

な
問
題
な
ん
で
す
ね
。

　

温
暖
化
は
、
た
と
え
ば
、
北

海
道
に
い
ま
す
と
、
気
温
は
ど

う
も
、
こ
こ　

年
間
、
気
温
の

10

高
さ
で
は
過
去
の
歴
史
を
ど
ん

ど
ん
塗
り
替
え
て
い
ま
す
。
異

常
気
象
も
、
世
界
じ
ゅ
う
の
異

常
気
象
は
、
過
去　

年
間
で
、

10

そ
れ
ま
で
の
歴
史
の
記
録
的
な

洪
水
と
か
、
発
生
頻
度
と
か
を
、

塗
り
替
え
て
い
る
。
確
か
に
異

常
が
起
き
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

あ
る
い
は
、
砂
漠
化
も
、
温

暖
化
の
影
響
だ
と
。
あ
る
い
は
、

雨
量
の
分
布
、
降
雨
量
の
分
布

ん
ど
の
地
域
な
ん
で
す
ね
。
一

般
家
庭
で
は
、
そ
の
暖
房
に
石

炭
を
使
わ
れ
て
い
る
。

　

札
幌
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る

ん
で
す
が
、
昭
和　

年
代
、
札

30

幌
の
冬
の
大
気
汚
染
の
状
態
と

い
う
の
は
い
か
に
す
さ
ま
じ

か
っ
た
か
。
お
そ
ら
く
札
幌
に

住
ん
で
い
た
方
は
、
記
憶
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
す

さ
ま
じ
い
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
状
態
が
、
だ
い
た
い
中

国
の
状
態
と
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。

札
幌
は
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
、
日
本
で
最
初
に
都
心
１
キ

ロ
区
画
の
と
こ
ろ
に
地
域
暖
房

を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
。
な
ぜ

か
と
い
う
と
、
今
言
っ
た
よ
う

に
、
石
炭
を
暖
房
に
使
う
も
の

で
す
か
ら
、
大
気
汚
染
が
ひ
ど

く
て
、
そ
れ
が
昭
和　

年
代
に

30

入
っ
て
非
常
に
問
題
に
な
っ
て
、

日
本
で
最
初
に
地
域
暖
房
を

や
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
日
本
は
、
そ
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
途
上
国
は
、
一

つ
の
例
を
言
い
ま
す
と
、
1
9

8
8
年
に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
と
い
う
、
ほ
と
ん
ど
平
坦

で
、
海
抜
が
あ
ま
り
高
く
な
い

平
ら
な
、
国
土
そ
の
も
の
が
、

大
き
な
川
の
三
角
地
帯
で
す
ね
。

そ
こ
で
、　

年
に
洪
水
が
起
き

88

ま
し
た
。
国
土
の
３
分
の
１
が

水
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
て
、
何

と　

万
人
が
死
ん
だ
ん
で
す
ね
。

17
避
難
す
る
場
所
が
な
い
ん
で
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
う
い
う
国
で
は
、

気
象
異
常
と
か
、
洪
水
と
か
と

い
う
こ
と
が
、
命
に
か
か
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
伝
染
病
な

ん
か
が
広
ま
る
よ
り
、
命
に
か

か
わ
る
。
対
策
で
き
ま
せ
ん
か

ら
。

　

つ
ま
り
、
温
暖
化
の
問
題
と

い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
考
え

る
と
、
気
温
が
上
が
る
と
か
、

あ
る
い
は
治
水
対
策
を
す
れ
ば

い
い
と
か
い
う
問
題
な
ん
で
す

が
、
途
上
国
に
と
っ
て
は
、
ま

さ
に
、
命
に
か
か
わ
る
大
問
題

で
す
ね
。
生
活
権
を
奪
わ
れ
る

よ
う
な
問
題
な
ん
で
す
。
生
命

を
奪
わ
れ
る
よ
う
な
問
題
な
ん

で
す
ね
。
つ
ま
り
、
人
道
上
の

問
題
な
ん
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
温
暖
化
を
何
と

か
防
ご
う
と
い
う
世
界
各
国
が
、

い
ろ
い
ろ
な
国
際
的
な
会
議
の

中
で
対
策
を
考
え
る
の
は
、
こ

れ
、
当
然
の
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

て
、
1
9
8
0
年
代
か
ら
頻
繁

に
国
際
会
議
は
行
わ
れ
て
い
る

ん
で
す
が
、
1
9
8
9
年
に
で

す
ね
、
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

と
い
う
も
の
が
制
定
さ
れ
ま
し

て
、
こ
れ
は
、
の
ち
に
、
京
都

で
第
３
回
会
議
が
行
わ
れ
た
ん

で
す
が
。

　

で
、　

年
に
こ
の
条
約
を
発

94

行
し
ま
し
て
、
翌
年
ド
イ
ツ
で
、

そ
の
次
は
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー

が
、
ど
う
も
だ
ん
だ
ん
緯
度
の

高
い
北
の
ほ
う
に
移
動
し
て
い

る
よ
う
だ
と
。

　
　

年
か
ら　

年
た
つ
と
、
今
、

30

50

穀
倉
地
帯
と
言
わ
れ
る
米
国
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
か
、
日
本
も
穀

倉
地
帯
に
入
り
ま
す
が
、
い
か

ん
せ
ん
田
畑
の
面
積
が
狭
い
も

の
で
す
か
ら
、
食
糧
供
給
の
面

で
は
世
界
に
あ
ま
り
貢
献
し
て

い
な
い
。
む
し
ろ
、
世
界
一
の

輸
入
国
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
穀
倉
地
帯
が
で
す
ね
、
た

と
え
ば
、　

年
か
、　

年
後
に
、

30

50

ア
メ
リ
カ
の
北
部
か
ら
カ
ナ
ダ

の
南
部
、
そ
れ
か
ら
中
国
の
北

部
か
ら
ソ
連
の
南
部
、
そ
こ
に

移
る
ん
で
す
ね
。
雨
量
が
ど
ん

ど
ん
緯
度
の
高
い
ほ
う
に
移
り

ま
す
。

ブ
で
、
第
３
回
は
京
都
で
、
こ

の
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
紆
余

曲
折
が
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
京
都
で
の
会
議
で
は
、
温

暖
化
効
果
ガ
ス
と
い
う
の
で
、

具
体
的
に
減
ら
す
数
値
目
標
が

決
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ご
承
知
の
と
お
り

で
す
が
、
1
9
9
0
年
の
温
暖

化
効
果
ガ
ス
の
排
気
数
量
か
ら
、

マ
イ
ナ
ス
で
す
ね
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
、　

カ
国
の
全
体
と
し
て

26

平
均
に
８
％
減
ら
す
。
米
国
は

７
％
減
ら
す
。
日
本
は
６
％
減

ら
す
。

　

今
、
日
本
は
で
す
ね
、
今
ま

で
不
景
気
で
、
産
業
界
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
投
資
が
ず
い
ぶ
ん
少
な

く
な
っ
て
い
る
は
ず
な
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
何
と
か
景
気
浮
揚
し

て
、
と
い
う
こ
と
が
、
あ
る
い

は
、
も
っ
と
も
っ
と
皆
さ
ん
、

も
の
を
買
っ
て
く
だ
さ
い
、
家

電
製
品
、
車
を
買
い
な
さ
い
、

家
を
建
て
な
さ
い
、
こ
れ
、
全

部
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
え

る
話
な
ん
で
す
ね
。

（
以
下
次
号
に
続
く
）

一
国
だ
け
で
は
解
決
し
な
い

大
気
汚
染
へ
の
取
り
組
み

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、

経
済
の
偐
ト
リ
レ
ン
マ
做

世
界
各
国
が
知
恵
を

　
　
　

出
し
合
う
国
際
会
議

Ж
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖЖ
ЖЖ

Ж
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖЖ
ЖЖЖ

広告スペース 広告スペース



全 日 電 工 連 平成 12 年 11 月 1 日(第３種郵便物認可) (6)第 3 8 0 号

　
同
青
年
部
で
は
、
昨
年
9
月
以

降
の
規
制
緩
和
促
進
を
受
け
、

今
後
の
電
機
工
事
業
界
の
構
造

変
化
に
対
処
す
べ
く
、
ま
た
全

国
の
青
年
部
代
表
が
集
い
、
研

修
会
、
討
論
会
等
を
積
み
重
ね

て
き
た
成
果
を
こ
の
第
1
7
回

全
国
大
会
に
お
い
て
発
表
す
る

た
め
に
、
過
去
3
年
間
準
備
を

進
め
て
き
た
。

　

最
初
に
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表

し
て　

島
一
策
代
表
幹
事
（
全

関
東
）
が
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
、
業
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
業
界
内
外
を
問

わ
ず
情
報
交
換
に
よ
っ
て
、
各

企
業
の
特
色
を
生
か
し
た
方
針

を
取
り
入
れ
、
積
極
的
な
設
計

業
務
へ
の
参
入
や
提
案
型
営
業

へ
の
切
り
替
え
が
図
っ
て
ゆ
け

る
。
経
営
規
模
が
小
さ
け
れ
ば
、

よ
り
同
業
者
同
士
が
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
結
び
つ
き
情
報
の
共
有

化
に
よ
っ
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や

競
争
力
が
つ
い
て
く
る
。
我
々

業
界
が
「
情
報
化
」
を
先
取
り

し
、
仕
事
に
結
び
つ
け
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
ゆ
く
こ
と

が
業
界
の
地
位
向
上
に
も
つ
な

が
る
。
ま
た
電
気
工
事
士
、
特

に
第
１
種
電
気
工
事
士
の
高
齢

化
が
進
み
、
さ
ら
に
少
子
化
が

進
む
現
状
か
ら
み
て
、
現
在
の

電
気
工
事
士
法
に
基
づ
く
試
験

制
度
の
も
と
で
は
、
今
後
そ
の

充
足
率
に
懸
念
が
あ
る
。
業
界

と
し
て
法
的
措
置
を
要
請
し
て

い
く
と
同
時
に
、
規
制
緩
和
の

進
展
と
新
規
事
業
分
野
へ
の
参

入
、
太
陽
光
発
電
の
普
及
促
進

を
行
政
・
関
係
業
界
に
働
き
か

け
て
い
く
。」
と
東
ブ
ロ
ッ
ク
の

意
見
を
ま
と
め
た
。

　　

続
い
て
北
陸
・
東
海
以
西
の

西
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表
し
、
冨
田

正
代
表
幹
事
（
中
部
）
が
、「
今

後
の
電
気
工
事
業
は
技
術
の
提

供
の
み
な
ら
ず
、
顧
客
の
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
た
技
術
営
業
が
必

要
で
あ
り
、
ま
た
Ｉ
Ｔ
社
会
の

加
速
度
的
な
進
展
の
中
で
、
電

気
工
事
業
界
で
も
そ
の
対
応
が

不
可
欠
で
あ
る
。
更
に
今
後
は
、

収
益
ベ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
る
経

営
転
換
が
求
め
ら
れ
、
イ
ン

　

全
日
電
工
連
青
年
部
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
電
気
工
事
業
全
国
大
会
に
お
い
て
初
め
て

の
試
み
と
な
る
同
青
年
部
に
よ
る
意
見
発
表
を
行
な
っ
た
。
同
青
年
部
の　

島
一
策
花
全
関
東

電
気
工
事
協
会
青
年
部
会
会
長
（
埼
玉
）
、
冨
田
正
中
部
電
気
工
事
工
業
組
合
連
合
会
青
年
部
会

長
（
愛
知
）
、
中
村
勝
彦
北
海
道
青
年
部
連
合
会
会
長
（
北
海
道
）
の
3
氏
が
全
国
の
青
年
部
員

を
代
表
し
、
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
集
約
さ
れ
た
意
見
を
全
日
電
工
連
青
年
部
の
統
一
意
見

と
し
て
発
表
し
た
。

  １．業界の垣根を越えた新技術への研究と
  対応
  ２．需要家の立場にたった提案型技術営業
  とメンテナンス業務の展開
  ３．業界の情報ネットワ－ク構築の促進
  ４．先進地区情報の収集と異業種交流
  ５．規制緩和への対応と電気事業法改正に
  伴う一般用電気工作物の調査業務へ
  の新しい取り組み
  ６．分離発注の促進要請
  ７．ＩＳＯ認証制度の積極的導入促進
  ８．技術者の育成と雇用高度化促進
  ９．社会構造の変化に対応した青年部活動

　

緊
張
し
た
面
持
ち
で
意
見
発
表
に
臨
む
青
年
部
の
代
表
者

シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
の
ニ

ー
ズ
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
る
。

そ
し
て
通
信
工
事
、
Ｉ
Ｔ
へ
の

対
応
、
シ
ス
テ
ム
設
計
、
ソ
フ

ト
構
築
力
を
確
保
し
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
技
術
の
向
上
並
び
に
組

合
に
よ
る
電
気
保
安
業
務
の
取

組
み
と
各
地
域
に
お
け
る
体
制

の
確
立
、
及
び
中
小
電
気
工
事

業
界
保
護
の
た
め
に
価
格
監
視

と
分
離
発
注
の
促
進
を
行
政
に

要
請
し
、
設
備
一
式
で
の
受
注

を
心
が
け
、
大
手
企
業
と
の
競

争
に
う
ち
勝
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
て
い
く
。
ま
た
、
太

陽
電
池
、
燃
料
電
池
な
ど
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
が
研
究
・

開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
結
び
つ

け
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使
す
れ
ば

成
功
の
チ
ャ
ン
ス
は
さ
ら
に
高

ま
る
。
最
近
の
雇
用
状
況
を
み

る
と
、
小
規
模
の
企
業
で
も
、

内
容
の
良
い
会
社
、
ア
イ
デ
ア

が
あ
れ
ば
能
力
を
最
大
限
に
発

揮
で
き
る
会
社
が
選
ば
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
我
々
に
と
っ
て

は
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と

し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
技
術

者
の
育
成
、
労
働
環
境
・
福
利

厚
生
の
改
善
な
ど
雇
用
の
高
度

化
が
必
要
で
あ
る
。
時
代
の
変

革
期
に
あ
た
り
、
そ
の
た
め
に

生
ず
る
数
多
く
の
課
題
が
山
積

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
問
題

を
青
年
部
事
業
に
と
り
あ
げ
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
」
と
西

ブ
ロ
ッ
ク
の
意
見
を
述
べ
た
。

　

最
後
に
全
9
ブ
ロ
ッ
ク
を
総

括
し
て
中
村
勝
彦
代
表
幹
事

（
北
海
道
）
が
、
全
日
電
工
連

青
年
部
協
議
会
の
統
一
見
解
と

し
て
の
意
見
発
表
を
高
ら
か
に

宣
言
し
た
。

青
年
部
意
見
発
表
重
要
項
目

　

島
代
表
幹
事（
全
関
東
）

冨
田
代
表
幹
事（
中
部
）

中
村
代
表
幹
事（
北
海
道
）



全 日 電 工 連 平成 12 年 11 月 1 日第 38 0 号 (第３種郵便物認可)(7)

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
ア
イ
ヌ
民
族
舞
踊

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の

　
　
  
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

司
会
役
の
中
宮
ア
ナ

北
海
道
か
ら
愛
知
へ
。神
輿
に
乗
る
米
沢
会
長（
中
央
）

島
津
大
会
実
行
委
員
長（
右
）、加
藤
中
部
電
工
連
会
長（
左
）

懇親会で開会の挨拶をする
関本副会長

懇親会で挨拶する
桂札幌市長

懇親会で乾杯の音頭をとる
忍田全日電材連会長

アトラクションの木遣り

徳住副会長から大会決議文を受け取る米沢会長参加者と語る米沢会長

広いホールは全国からの参加者で埋め尽くされた

来賓と談笑する島津副会長

懇親会で閉会の挨拶をする
猪股北海道電工組副理事長

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 12 年 11 月 1 日(第３種郵便物認可) (8)第 3 8 0 号

　

建
設
省
建
設
経
済
局
は
、
平

成　

年
8
月
分
の
建
築
・
住
宅

12
着
工
統
計
調
査
報
告
を
発
表
し

た
。
◆
建
築
着
工
統
計
調
査
報
告

　

全
建
築
物
の
着
工
床
面
積
は
、

1
、
7
4
2
万
㎡
で
前
年
同
月

比
2
・
4
％
増
（
7
月
は
7
・

5
％
増
）
と
4
ヶ
月
連
続
の
増

加
。

　

公
共
建
築
主
は
1
3
8
万
㎡

（
前
年
同
月
比
9
・
3
％
減
）

と
2
ヶ
月
連
続
の
減
少
と
な
っ

た
が
、
民
間
建
築
主
は
1
、
6

0
4
万
㎡
（
同
3
・
6
％
増
）

で
5
ヶ
月
連
続
の
増
加
と
好
調
。

使
途
別
に
み
る
と
、
事
務
所
は

　

万
㎡
（
同　

・
3
％
減
）
と

77

45

先
月
の
減
少
か
ら
再
び
増
加
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
店
舗
が
1

1
1
万
㎡
（
同
8
・
1
％
増
）

と　

ヶ
月
連
続
、
工
場
が
1
1

11
7
万
㎡
（
同　

・
8
％
増
）
と

36

8
ヶ
月
連
続
、
倉
庫
が　

万
㎡

72

（
同　

・
5
％
増
）
と
5
ヶ
月

22

連
続
と
、
依
然
増
加
を
続
け
て

い
る
。

◆
住
宅
着
工
統
計
調
査
報
告

　

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
1
0

3
、
5
5
4
戸
で
、
前
年
同
月

比
3
・
8
％
減
と
4
ヶ
月
連
続

の
減
少
と
な
っ
た
。

　

先
月
と
同
様
に
分
譲
住
宅
が

2
8
、
3
5
1
戸
（
同
2
・
7

％
増
）
と
増
加
し
た
が
、
持
家

3
9
、
0
6
5
戸
（
同
4
・
3

％
減
）
、
貸
家
3
5
、
0
9
0
戸

（
同
8
・
1
％
減
）
と
減
少
し

た
た
め
。

　

着
工
床
面
積
も
、
1
0
、
0

6
2
千
㎡
（
同
2
・
3
％
減
）

と
6
ヶ
月
連
続
し
て
減
少
。

　

利
用
関
係
別
に
み
て
み
る
と
、

持
家
は
3
9
、
0
6
5
戸
（
同

4
・
3
％
減
）
で
7
ヶ
月
連
続

の
減
少
。
民
間
資
金
に
よ
る
持

家
は
増
加
し
て
い
る
が
、
公
庫

融
資
に
よ
る
持
家
が
減
少
し
た

た
め
の
結
果
と
な
っ
た
。
貸
家

も
3
5
、
0
9
0
戸
（
同
8
・

1
％
減
）
と
2
ヶ
月
連
続
の
減

少
、
対
し
て
分
譲
住
宅
は
2
8
、

3
5
1
戸
（
同
2
・
7
％
増
）

と　

ヶ
月
連
続
の
増
加
。

14

　

ま
た
、
地
域
関
係
別
に
み
る

と
、
首
都
圏
は
総
戸
数
3
4
、

4
2
3
戸
（
同
1
・
4
％
減
）

で
、持
家
8
、6
8
6
戸（
同
1
・

2
％
減
）
、
貸
家
1
0
、
4
7
9

戸
（
同
7
・
5
％
減
）
、
分
譲
1

4
、
8
9
4
戸
（
同
1
・
4
％

増
）。

　

中
部
圏
で
は
総
戸
数
1
2
、

4
1
2
戸
（
同
0
・
8
％
減
）
、

持
家
5
、
5
8
8
戸
（
同
2
・

8
％
増
）
、
貸
家
4
、
6
6
1
戸

（
同　

・
7
％
減
）
、
分
譲
2
、

10

0
2
6
戸
（
同　

・
0
％
増
）
。

11

　

近
畿
圏
で
は
総
戸
数
1
5
、

7
1
3
戸
（
同
4
・
6
％
減
）
、

持
家
4
、
7
9
7
戸
（
同　

・
12

2
％
減
）
、
貸
家
4
、
6
7
3
戸

（
0
・
3
％
減
）
、
分
譲
6
、
0

8
6
戸
（
同
3
・
1
％
減
）
。　

そ
の
他
の
地
域
で
は
総
戸
数
4

1
、
0
0
6
戸
（
同
6
・
2
％

減
）
、
持
家
1
9
、
9
9
4
戸

（
同
5
・
5
％
減
）、
貸
家
1
5
、

2
7
7
戸
（
同
9
・
9
％
減
）
、

分
譲
5
、
3
4
5
戸
（　

・
3

11

％
増
）。

　

総
戸
数
は
全
地
域
で
減
少
と

な
っ
た
。
持
家
は
中
部
圏
が
増

加
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
で

は
減
少
し
て
い
る
。
貸
家
は
全

地
域
で
減
少
。
分
譲
住
宅
は
近

畿
圏
以
外
で
は
増
加
と
な
っ
た
。

建
築
・
住
宅
着
工
統
計
調
査

新
設
住
宅

着
工
戸
数

　

北
陸
電
工
連
は
、
十
月
五
日
、

富
山
市
の
北
陸
電
力
研
修
セ
ン

タ
ー
で
、
第
七
回
配
電
工
事
安

全
技
能
競
技
会
を
開
催
し
た
。

　

競
技
会
に
は
、
北
陸
三
県
電

工
組
か
ら
、
外
線
部
門
、
引
込

線
部
門
各
3
チ
ー
ム
の
競
技
出

場
者
の
ほ
か
、
全
て
の
外
線
事

業
所
と
引
込
線
事
業
所
か
ら
の

1
名
以
上
の
参
加
者
、
北
陸
電

力
か
ら
の
来
賓
の
方
々
な
ど
、

3
1
0
名
が
参
加
し
た
。

　

競
技
の
内
容
は
、
外
線
工
事

の
部
が
ホ
ッ
ト
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

使
用
し
た
間
接
活
線
工
法
に
よ

る
電
線
柱
間
切
断
工
事
を
、
ま

た
引
込
線
工
事
の
部
は
活
線
近

接
作
業
に
よ
る
低
圧
引
込
線
取

替
工
事
を
、
い
ず
れ
も
持
ち
時

間　

分
で
行
な
っ
た
。

90

　

競
技
に
先
立
ち
、
米
沢
北
陸

電
工
連
会
長
か
ら
北
陸
電
力
の

配
電
工
事
の
一
翼
を
担
う
業
者

と
し
て
安
全
の
確
保
、
お
客
さ

ま
へ
の
対
応
、
新
技
術
の
習
得

の
重
要
性
を
指
摘
し
理
解
を
求

め
た
。
そ
の
う
え
で
「
競
技
に

出
る
人
だ
け
で
な
く
、
出
な
い

人
も
よ
く
見
て
自
社
と
比
較
し

十
分
研
修
し
て
ほ
し
い
。
全
員

が
研
修
し
、
今
後
の
向
上
を
図

る
の
が
こ
の
競
技
会
の
趣
旨
で

あ
る
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

当
日
は
、
秋
晴
れ
の
天
気
の

も
と
、
他
社
の
熱
い
視
線
を
受

け
な
が
ら
、
ど
の
チ
ー
ム
も
、

工
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
お
客

さ
ま
応
対
、
施
工
の
一
連
の
作

業
を
、
大
き
な
声
で
復
唱
復
命

し
な
が
ら
て
き
ぱ
き
と
進
め
た
。

　

ま
た
、
北
陸
電
力
か
ら
、
新

し
い
間
接
活
線
工
法
と
し
て
、

開
閉
器
新
設
工
事
の
紹
介
が
あ

り
参
加
者
の
注
目
を
集
め
た
。

　

審
査
は
作
業
安
全
、
工
事
技

能
、
お
客
さ
ま
応
対
、
競
技
時

間
の
各
項
目
で
行
わ
れ
た
。

　

結
果
は
次
の

と
お
り
。

【
北
陸
電
工
連

会
長
賞
】

外
線
工
事
の
部

▽
最
優
秀
賞
＝

大
塚
電
気
商
会

（
富
山
）

▽
優
秀
賞
＝
柿

木
電
機
商
会

（
石
川
）

▽
努
力
賞
＝
武

生
外
線
工
事
㈱

（
福
井
）

平成 12 年 8 月分新設住宅着工戸数：利用関係別・都道府県別表 ( 単位：戸、％)

分譲貸家持家 総数

対前年
戸数

対前年
戸数

対前年
戸数

対前年
戸数

同月比同月比同月比同月比

2.728,351▲ 8.135,090▲ 4.339,065▲ 3.8103,554合　計

▲ 25.249910.61,8316.32,1302.14,643北海道

23.4802▲ 8.52,361▲ 3.93,636▲ 3.66,823東   北

1.115,418▲ 8.413,126▲ 1.013,115▲ 2.542,027関   東

2.4337▲ 19.5912▲ 4.62,149▲ 7.73,439北   陸

11.02,026▲ 10.74,6612.85,588▲ 0.812,412中   部

▲ 3.16,086▲ 0.34,673▲ 12.24,797▲ 4.615,713近   畿

26.9845▲ 14.91,7252.02,341▲ 2.64,980中   国

▲ 38.3238▲ 18.3916▲ 16.81,247▲ 21.52,407四   国

39.32,081▲ 12.04,307▲ 12.03,806▲ 5.710,254九   州

▲ 62.0196.4578▲ 52.4256▲ 24.4856沖   縄

1.414,894▲ 7.510,479▲ 1.28,686▲ 1.434,423首都圏

11.02,026▲ 10.74,6612.85,588▲ 0.812,412中部圏

▲ 3.16,086▲ 0.34,673▲ 12.24,797▲ 4.615,713近畿圏

11.35,345▲ 9.915,277▲ 5.519,994▲ 6.241,006その他地域

引
込
線
工
事
の
部

▽
最
優
秀
賞
＝
林
電
気
商
会
㈱

（
福
井
）

▽
優
秀
賞
＝
㈲
北
川
電
気
工
事

（
富
山
）

▽
努
力
賞
＝
㈲
橋
谷
電
気
商
会

（
石
川
）

【
北
陸
電
力
営
業
技
術
部
長

賞
】
外
線
工
事
の
部　

▽
安
全
優
良
賞
＝
大
塚
電
気
商

会
（
富
山
）

引
込
線
工
事
の
部

▽
安
全
優
良
賞
＝
林
電
気
㈱

（
石
川
）

北　

陸

雇
用
高
度
化
研
究
会

平
成　

年
度
同
事
業
の
柱

12

第 2回

　

9
月　

日
（
金
）、
全
日
電
工

21

連
平
成　

年
度
電
気
工
事
業
産

12

業
雇
用
高
度
化
推
進
事
業
の
一

環
で
あ
る
「　

世
紀
型
電
気
工

21

事
業
」
活
路
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
会

の
第
2
回
目
が
開
か
れ
た
。

　

第
2
回
研
究
会
で
は
、「　

世
21

紀
型
電
気
工
事
業
」
活
路
ビ

ジ
ョ
ン
作
成
目
的
の
再
確
認
や

同
手
順
の
検
討
、
調
査
項
目
及

び
調
査
先
候
補
の
検
討
と
、
モ

デ
ル
事
業
に
取
り
組
む
候
補
事

業
所
診
断
結
果
の
報
告
及
び
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
、
7
月
に

行
な
わ
れ
た
第
1
回
同
研
究
会

で
交
わ
さ
れ
た
意
見
及
び
初
年

度
調
査
結
果
を
も
と
に
討
議
し

た
。

　

来
年
1
月
下
旬
に
開
か
れ
る

予
定
の
第
3
回
研
究
会
で
は
、

関
係
省
庁
、
団
体
、
企
業
へ
の

調
査
及
び
各
種
統
計
資
料
や
デ

ー
タ
類
調
査
の
結
果
報
告
と
モ

デ
ル
事
業
の
実
施
開
始
に
伴
う

同
事
業
中
間
報
告
を
中
心
に
検

討
す
る
。

　　　　　　モデル事業の検討をする雇用高度化事業

参加者を前に挨拶する米沢会長

真
剣
に
課
題
に
取
り
組
む
参
加
者
た
ち

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 12 年 11 月 1 日第 38 0 号 (第３種郵便物認可)(9)

ク
オ
ー
ツ
」
に
よ
る
輻
射
効
果

で
、
体
に
冷
風
感
を
感
じ
さ
せ

な
い
で
浴
室
を
暖
か
く
保
つ
の

で
、
冬
場
の
高
齢
者
の
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
防
止
な
ど
に
も
役
立

つ
⑤
ヒ
ー
タ
ー
ユ
ニ
ッ
ト
と
換

気
ユ
ニ
ッ
ト
の
2
つ
の
ユ
ニ
ッ

ト
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
断
熱

処
理
対
策
済
み
。
ワ
イ
ヤ
レ
ス

リ
モ
コ
ン
の
採
用
で
、
本
体
と

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
間
の
屋
内
配

線
の
必
要
が
な
い
。

　

価
格
は
1
2
8
、
0
0
0
円
。

緯
0
5
7
3（
6
6
）8
2
1
5

　

　

マ
ス
プ
ロ
電
工
㈱
は
、
C
A

T
V
施
設
で
B
S
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
受
信
し
、
B
S
デ
ジ
タ
ル

信
号
を
従
来
の
ア
ナ
ロ
グ
信
号

（
N
T
S
C
方
式
）
に
再
変
調

し
て
V
H
F
、
C
A
T
V
、
U

H
F
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
送
出
す

る
B
S
デ
ジ
タ
ル
A
M
再
送
信

機
B
D
R
M
4
5
0
、
B
D
R

M
7
7
0
と
、
B
S
デ
ジ
タ
ル

受
信
機
B
D
R
3
0
0
の
3
機

種
の
受
注
を　

月
よ
り
開
始
し

10

た
。

　

「
B
S
デ

ジ
タ
ル
A

M
再
送
信

機
B
D
R

M
4
5
0
、

7
7
0
」
の

特
長
は
①

B
S
デ
ジ

タ
ル
チ
ュ

ー
ナ
ー
と

ア
ナ
ロ
グ

変
調
器
が

1
つ
の
ユ

ニ
ッ
ト
に

入
っ
て
お
り
、
設
置
場
所
の
省

ス
ペ
ー
ス
化
が
図
れ
る
②
S
A

W
フ
ィ
ル
タ
ー
に
よ
る
優
れ
た

V
S
B
特
性
と
、
V
A
比
調
整

機
能
に
よ
っ
て
隣
接
チ
ャ
ン
ネ

ル
伝
送
が
可
能
③
パ
ソ
コ
ン

（
O
S
＝
W
i
n
d
o
w
s　
95

／　

）
を
使
い
受
信
と
出
力

98
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
任
意
に
設
定
可

能
。
出
力
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
「
B

D
R
M
4
5
0
」
が
V
H
F
、

C
A
T
V
チ
ャ
ン
ネ
ル
、「
B
D

R
M
7
7
0
」
が
U
H
F
チ
ャ

ン
ネ
ル
④
B
S
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
音
声
方
式
（
モ
ノ
ラ
ル
、
二

重
、
ス
テ
レ
オ
）
に
合
わ
せ
出

力
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
音
声
方
式
を

自
動
で
切
換
え
⑤
制
御
用
パ
ソ

コ
ン
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
機

器
の
異
常
時
に
携
帯
電
話
な
ど

に
警
報
を
発
信
で
き
る
。
シ
ス

テ
ム
内
に
予
備
器
を
追
加
す
る

と
、
機
器
に
異
常
が
発
生
し
た

と
き
自
動
的
に
予
備
器
に
切
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

電
話
帳
機
能
に
よ
り
病
室
番
号

を
表
示
し
、
ど
の
病
室
か
ら
呼

び
出
さ
れ
た
か
確
認
し
て
、
移

動
中
で
あ
っ
て
も
そ
の
場
で
応

答
で
き
る
。
病
室
の
ベ
ッ
ド
ご

と
に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
子
機
が
設

置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ベ
ッ

ド
番
号
や
患
者
名
の
表
示
も
可

能
②
シ
ス
テ
ム
に
使
用
す
る
ナ

ー
ス
コ
ー
ル
親
機
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
卓
上
形
。
ナ
ー
ス
コ
ー
ル

呼
出
音
は
、
チ
ャ
イ
ム
音
と
メ

ロ
デ
ィ
音
の
2
種
類
か
ら
好
み

に
応
じ
て
選
択
で
き
る
③
現
在

使
用
中
の
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
も
低
コ
ス
ト
で
簡
単

に
取
り
替
え
で
き
る
。
ア
イ
ホ

ン
製
N
B
M
シ
リ
ー
ズ
同
時
通

話
式
を
使
用
し
て
い
る
病
院
は
、

病
室
内
の
子
機
は
そ
の
ま
ま
で

親
機
を
取
り
替
え
る
だ
け
で
ハ

ン
デ
ィ
ナ
ー
ス
が
接
続
可
能
。

施
工
費
も
抑
え
ら
れ
る
④
N
B

M
シ
リ
ー
ズ
自
動
交
互
通
話
式

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
の
場
合
は
、
病

室
に
マ
イ
ク
を
追
加
し
、
配
線

を
一
部
追
加
す
る
な
ど
で
取
り

替
え
が
可
能
⑤
ハ
ン
デ
ィ
ナ
ー

ス
子
機
は
固
定
番
号
方
式
で
複

雑
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
が
不
要
。

　

価
格
は
、
約　

ベ
ッ
ド
の
病

40

院
で　

局
親
機
1
台
、
ハ
ン

20

デ
ィ
ナ
ー
ス
子
機
2
台
使
用
の

場
合
1
ベ
ッ
ド
あ
た
り
の
価
格

は
約
5
万
円
（
税
・
工
事
費
別
）

緯
0
5
2（
6
8
2
）3
8
7
7

   　

松
下
通
信
工
業
㈱
は
、
マ
イ

ク
の
ス
イ
ッ
チ
操
作
に
よ
り
音

声
の
出
力
レ
ベ
ル
や
ア
ン
プ
電

源
の
オ
ン
・
オ
フ
、
ミ
キ
サ
ー

の
プ
リ
セ
ッ
ト
パ
タ
ー
ン
の
呼

出
な
ど
の
制
御
が
で
き
る
、
業

界
初
の
機
能
を
備
え
た
ワ
イ
ヤ

レ
ス
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
を
9
月

よ
り
発
売
し
た
。
電
波
法
施
行

規
則
の
改
定
（
4
月
）
に
よ
り
、

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
の
電
波
で

音
声
だ
け
で
な
く
制
御
信
号
も

伝
送
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ

の
新
基
準
に
い
ち
早
く
準
拠
し

た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

  
こ
の
商
品
の
特
長
は
①
手
元

の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
の
ス

イ
ッ
チ
操
作
で
、
音
声
出
力
レ

ベ
ル
の
調
整
や
ア
ン
プ
卓
の
電

源
オ
ン
・
オ
フ
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
制
御
が
で
き
る
の
で
、
専
任

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

い
な
く
て
も
容
易
に
運
用
で
き

る
②
受
信
感
度
自
動
切
換
機
能

の
採
用
に
よ
り
、
受
信
待
機
中
、

隣
接
し
た
場
所
で

使
用
さ
れ
て
い
る

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ

ク
シ
ス
テ
ム
に
よ

る
電
波
混
信
を
防

ぎ
、
ク
リ
ア
な
拡

声
を
実
現
す
る
③

マ
イ
ク
の
電
池
の

残
量
状
態
が
受
信

機
に
L
E
D
で
色

表
示
さ
れ
、
無
駄

な
電
池
交
換
や
充

電
を
避
け
、
電
池

切
れ
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

価
格
は
、
ス
ピ

ー
チ
型
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
が

5
3
、
0
0
0
円
（
税
別
）
、
ワ

イ
ヤ
レ
ス
受
信
機
が
1
6
0
、

0
0
0
円
（
税
別
）
、
卓
上
型
ワ

イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
は
近
日
発
売

緯
0
4
5
（
9
3
9
）1
7
2
3

　

ア
イ
ホ
ン
㈱
は
小
規
模
病
院

向
け
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
表
示

機
能
、
設
置
台
数

な
ど
全
面
的
に
機
能
を
見
直
し

て
従
来
比
1
／

2
の
低
コ
ス
ト

を
実
現
し
た
普

及
形
供
N
B
M

シ
リ
ー
ズ
対
応

ハ
ン
デ
ィ
ナ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
僑

を　

月
よ
り
発

10
売
し
た
。 

　

こ
の
商
品
の

特
長
は
①
ハ
ン

デ
ィ
ナ
ー
ス
子

機
は
、
患
者
か

ら
呼
ば
れ
た
ら

　

三
菱
電
機
㈱
は
、
浴
室
を
衣

類
乾
燥
室
と
し
て
有
効
利
用
及

び
、
入
浴
時
の
健
康
・
快
適
指

向
に
も
対
応
す
る「
バ
ス
乾
燥
・

暖
房
・
換
気
シ
ス
テ
ム
供
バ
ス

カ
ラ
ッ
ト
僑
」
の
「
壁
取
付
タ
イ

プ
」
1
機
種
を　

月
よ
り
発
売

11

す
る
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
ダ
ク

ト
配
管
不
要
の
壁
取
付
け
タ
イ

プ
な
の
で
、
既
築
（
戸
建
）
住

宅
の
換
気
口
・
換
気
扇
の
開
口

部
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
簡
易

施
工
が
可
能
②
プ
ロ
ペ
ラ
フ
ァ

ン
＋
整
流
板
と
い
う
独
自
の
送

風
方
式
で
約
2
3
0
逢
／
h
の

循
環
風
量
を
実
現
③
ク
オ
ー
ツ

ヒ
ー
タ
併
用
で
短
時
間
で
の
衣

類
乾
燥
、
温
度
ム
ラ
の
少
な
い

浴
室
暖
房
を
実
現
し
快
適
性
を

重
視
し
た
仕
様
④
「
遠
赤
外
線

　

「
B
S
デ
ジ
タ
ル
受
信
機
B

D
R
3
0
0
」
の
特
長
は
①
ト

ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ム
出

力
付
で
多
重
化
器
、　

Q
A
M

64

変
調
器
を
用
意
す
れ
ば
C
A
T

V
デ
ジ
タ
ル
放
送
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
の
出
力
に
変
更
が
可
能
②
デ

ジ
タ
ル
放
送
の
音
声
方
式
に
合

わ
せ
ア
ナ
ロ
グ
再
変
調
器
の
音

声
方
式
を
自
動
的
に
切
り
換
え

可
能
③
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
モ
ー
ド
、

音
声
モ
ー
ド
の
出
力
が
で
き
ア

ナ
ロ
グ
再
変
調
方
式
の
ヘ
ッ
ド

エ
ン
ド
装
置
と
し
て
使
用
で
き

る
④
平
衡
出
力
、
不
平
衡
出
力
、

左
右
各
1
系
統
、
映
像
出
力
は

B
N
C
コ
ネ
ク
タ
ー
、
R
C
A

コ
ネ
ク
タ
ー
各
1
系
統
と
多
彩

⑤
J
I
S
ラ
ッ
ク
に
取
付
け
可

能
。
リ
モ
ー
ト
端
子
付
。

　

価
格
は
B
D
R
M
4
5
0
、

B
D
R
M
7
7
0
が
1
0
0
万

円
（
税
別
）。
B
D
R
3
0
0
が

　

万
円
（
税
別
）
。

95緯
0
5
2
（
8
0
5
）3
3
6
6

　

中
電
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
ー
ビ

ス
㈱
は
、
設
備
機
器
・
部
材
を

オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
、
高
度
な

作
図
が
可
能
、
画
期
的
な
操
作

性
を
実
現
す
る
3
次
元
本
格
対

応
の
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
指
向
電
気

設
備
C
A
D
「
稲
妻A

p
o
llo

倆E

」
を
9
月
よ
り
発
売
し
た
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
配
線
、

照
明
機
器
・
器
具
シ
ン
ボ
ル
、

ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
等
、
設
備
オ

ブ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
情
報
を

予
め
持
た
せ
る
こ
と
に
よ
り
入

力
操
作
の
手
順
軽
減
や
入
力
デ

ー
タ
量
の
削
減
、
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
連
す
る
デ
ー
タ
の
再
利

用
、
取
り
込
み
な
ど
が
用
意
に

行
う
こ
と
が
で
き
、
画
期
的
な

操
作
性
を
実
現
②
オ
ブ
ジ
ェ
ク

ト
化
さ
れ
た
躯
体
と
シ
ン
ボ
ル

に
3
次
元
デ
ー
タ
を
付
加
し
た

こ
と
で
、
迫
力
の
あ
る
立
体
図

や
任
意
箇
所
の
断
面
図
が
簡
単

に
作
成
で
き
る
。
3
次
元
、
2

次
元
の
切
換
え
も
可
能
③
建
築

部
門
でA

u
t
o
C
A
D 　
A
D

T

で
作
成
さ
れ
た
建
築
オ
ブ

ジ
ェ
ク
ト
を
設
備
部
門
で
再
利

用
し
た
り
設
備
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

を
建
築
部
門
で
再
利
用
す
る
な

ど
デ
ー
タ
共
有
が
可
能
④
マ
ル

チ
デ
ザ
イ
ン
環
境
（
M
D
E
）

対
応
。
1
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
内

で
複
数
の
図
面
フ
ァ
イ
ル
を
開

き
、
ド
ラ
ッ
グ
＆
ド
ロ
ッ
プ
で

コ
ピ
ー
し
た
り
エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ラ
ー
か
ら
図
面
、
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
を
オ
ー
プ
ン
、
挿
入
、
外
部

　

東
芝
ラ
イ
テ
ッ
ク
㈱
は
、
店

舗
照
明
等
に
使
用
す
る
片
口
金

ミ
ラ
ー
付
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
新

「
ネ
オ
ハ
ロ
ビ
ー
ム
」（　

W
形
、

60

1
0
0
W
形
各
3
機
種
、
計
6

機
種
）
を　

月
よ
り
発
売
し
た
。

10

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
①
内
蔵

ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
の
フ
ィ
ラ
メ
ン

ト
（
発
光
部
）
を
3
重
（
ト
リ

プ
ル
）
コ
イ
ル
化
す
る
こ
と
で

小
型
化
し
、
ミ
ラ
ー
と
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
集
光
性
が
ア
ッ

プ
。
従
来
品
（
同
社
ネ
オ
ハ
ロ

ビ
ー
ム
）
か
ら
消
費
電
力
を
5

W
削
減
し
、
電
気
代
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
従
来
品
は
内

蔵
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球
の
ガ
ラ
ス
球

に
楕
円
バ
ル
ブ
を
使
用
し
て
効

率
ア
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
た
が
、

楕
円
バ
ル
ブ
を
使
用
し
な
く
て

も
明
る
さ
も
そ
の
ま
ま
で
更
に

省
電
力
を
実
現
②
シ
ャ
ー
プ
な

ス
ポ
ッ
ト
光
で
店
舗
空
間
な
ど

を
よ
り
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て

演
出
。
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
小
型

化
に
よ
り
さ
ら
に

く
っ
き
り
し
た
輪
郭

で
ム
ラ
の
少
な
い
ス

ポ
ッ
ト
光
が
得
ら
れ

る
。
従
来
品
で
発
生

し
た
導
入
線
（
フ
ィ

ラ
メ
ン
ト
へ
電
流
を

供
給
す
る
た
め
に
接

続
し
て
い
る
金
属

線
）
の
陰
も
目
立
た

な
く
な
り
、
よ
り
多

彩
で
お
し
ゃ
れ
な
演

出
を
求
め
る
各
種
店

舗
ス
ペ
ー
ス
に
最
適
③
価
格
は

従
来
品
ネ
オ
ハ
ロ
ビ
ー
ム
と
同

等
に
据
え
置
き
、
寿
命
、
形
状

寸
法
、
品
種
構
成
な
ど
従
来
品

と
同
じ
な
の
で
手
軽
に
導
入
で

き
る
。

　

価
格
は
、
1
0
0
W
・　

W
60

形
各
3
機
種
（
狭
角
、
中
角
、

広
角
）
と
も
2
、
6
0
0
円
。

緯
0
3
（
5
4
6
3
）8
7
8
9

参
照
、
O
L
E
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
コ
ピ
ー
が
出
来
る
⑤
同

じ
シ
ン
ボ
ル
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
の
情
報
を
持
ち
な
が
ら

ビ
ュ
ー
の
切
替
一
つ
で
平
面
図

用
、
3
D
モ
デ
ル
用
と
簡
単
に

表
示
を
切
り
替
え
が
出
来
る
⑥

㈱
日
本
電
設
工
業
協
会
「
J
E

C
A
シ
ン
ボ
ル
」
と
使
用
頻
度

の
高
い
シ
ン
ボ
ル
を
用
意
⑦
プ

ロ
グ
ラ
ム
起
動
、
図
面
操
作
、

図
面
の
圧
縮
機
能
が
あ
る
⑧
建

設
C
A
L
S
／
E
C
を
意
識
し

た
国
内
・
国
際
標
準
化
へ
対
応
。

　

価
格
は　

万
円
（
ソ
フ
ト
の

88

み
）。
平
成　

年　

月
末
ま
で　

12

12

70

万
4
千
円
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
。

緯
0
5
2
（
3
3
9
）1
4
1
4

C
A
T
V
施
設
改
修
不
要

　

デ
ジ
タ
ル
放
送
簡
単
伝
送

BS世
界
初
3
重
コ
イ
ル
片
口
金

ミ
ラ
ー
付
き
ハ
ロ
ゲ
ン
電
球

壁
付
け
ダ
ク
ト
配
管
不
要

簡
単
施
工
バ
ス
シ
ス
テ
ム

小
規
模
病
院
向
け
シ
ス
テ
ム

低
コ
ス
ト
ハ
ン
デ
ィ
ナ
ー
ス

3
次
元
対
応
の
電
気
設
備

C
A
D
稲
妻
ア
ポ
ロ
倆
E

業
界
初
の
制
御
機
能
付
き

ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
シ
ス
テ
ム
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優良製品・商品をご使用下さい！

全日電工連協賛会社
株
式
会
社　

ア
イ
チ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア

イ

ホ

ン　

株
式
会
社

住

電

朝

日

精

工

株
式
会
社

因

幡

電

機

産

業　

株
式
会
社

大

阪

ヒ

ュ

ー

ズ　

株
式
会
社

オ

ム

ロ

ン　

株
式
会
社

株
式
会
社　

カ

ワ

グ

チ

河

村

電

器

産

業　

株
式
会
社

共

立

電

気

計

器　

株
式
会
社

住

友

ス

リ

ー

エ

ム　

株
式
会
社

株
式
会
社　

シ

ー

・

ア

イ

・

エ

ス

有
限
会
社　

全

日

出

版

社

株
式
会
社　

ダ

イ

テ

ッ

ク

中
電
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス　

株
式
会
社

Ｄ

Ｘ

ア

ン

テ

ナ　

株
式
会
社

テ

ン

パ

ー

ル

工

業　

株
式
会
社

東

芝

ラ

イ

テ

ッ

ク　

株
式
会
社

株
式
会
社　

ト

ー

ヨ

内

外

電

機　

株
式
会
社

株
式
会
社　

西
澤
電
機
計
器
製
作
所

株
式
会
社　

西

田

製

作

所

株
式
会
社　

ニ

チ

フ

端

子

工

業

日

本

電

機

産

業　

株
式
会
社

ネ

グ

ロ

ス

電

工　

株
式
会
社

株
式
会
社　

ビ

ジ

ネ

ス

・

ワ

ン

日
立
Ｇ
Ｅ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ　

株
式
会
社

松

下

電

器

産

業　

株
式
会
社

松

下

電

工　

株
式
会
社

マ

ス

プ

ロ

電

工　

株
式
会
社

三

菱

電

機　

株
式
会
社

ミ

ツ

ワ

電

機　

株
式
会
社

矢

崎

総

業　

株
式
会
社

横
河
エ
ム
ア
ン
ド
シ
ー　

株
式
会
社

ワ

ゴ

ジ

ャ

パ

ン　

株
式
会
社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

住

友

生

命

保

険

相

互

会

社

株
式
会
社

大

和

銀

行

日

本

火

災

海

上

保

険　

株
式
会
社

三

井

生

命

保

険

相

互

会

社

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

全
日
本
電
設
資
材
卸
業
協
同
組
合
連
合
会

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 12 年 11 月 1 日第 38 0 号 (第３種郵便物認可)(1 1)

　

オ
ム
ロ
ン
㈱
は
、
顧
客
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
画
期
的
な
モ

ジ
ュ
ー
ル
型
温
度
調
節
器
「
イ

ン
パ
ネ
ル
Ｎ
Ｅ
Ｏ
」
を　

月
2

10

日
か
ら
発
売
し
た
。

　

今
回
発
売
と
な
っ
た
温
度
調

節
器
は
、
本
体
の
横
幅　

・
5

22

㎜

と
業
界
で
は
最
小
ク
ラ
ス

の
超
薄
型
（
※
2
台
目
以
降
、

一
台
目
は　

㎜
）
で
、
ス
ペ
ー

30

ス
制
限
の
あ
る
機
器
に
も
容
易

に
取
り
付
け
が
で
き
る
。
点
数

は
、
2
ｃ
ｈ
／
1
ユ
ニ
ッ
ト
で

最
大　

ｃ
ｈ
ま
で
対
応
し
て
お

32

り
、
従
来
の
多
点
型
に
お
け
る

「
む
だ
」
を
解
消
。
増
設
の
際

は
、
必
要
に
応
じ
て
タ
ー
ミ
ナ

ル
ユ
ニ
ッ
ト
を
端
子
部
へ
差
し

込
む
だ
け
で
装
置
・
設
備
に
合

わ
せ
自
由
に
拡
張
で
き
る
。
さ

ら
に
、
サ
イ
ド
コ
ネ
ク
タ
を
採

用
し
て
い
る
の
で
ユ
ニ
ッ
ト
間

は
配
線
レ
ス
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
に
お
い
て
も
、
本
体
と
タ
ー

ミ
ナ
ル
ユ
ニ
ッ
ト
が
分
離
式
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
配
線
の
み

の
事
前
作
業
や
配
線
し
た
ま
ま

の
取
り
替
え
が
可
能
で
、
手
間

が
大
幅
に
省
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

ま
た
、「
統
合
表
示
器
で
温
度

管
理
情
報
を
一
括
表
示
し
た

い
」
と
い
う
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、

パ
ソ
コ
ン
や
Ｐ
Ｌ
Ｃ
と
の
通
信

機
能
も
標
準
装
備
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
別
売
の
小
型
設
定
表
示

器
を
用
い
る
こ
と
で
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
開
発
等
の
通
信
ラ
イ
ン

工
数
の
大
幅
な
削
減
が
可
能

に
。  
汎
用
タ
イ
プ
の
シ
ン
プ

ル
さ
と
、
多
点
タ
イ
プ
の
統
合

性
を
兼
ね
備
え
た
高
機
能
な
理

想
形
温
調
器
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

価
格
は
形
Ｅ
5

Ｚ
Ｎ
（
温
度
調
節

器
・
本
体
）
が
3

3
、
0
0
0
円
、

形
Ｅ
5
Ｚ
Ｎ
ー
Ｓ

Ｃ
Ｔ
□
Ｓ
（
タ
ー

ミ
ナ
ル
ユ
ニ
ッ

ト
）
が
7
、
0
0

0
円
、
形
Ｅ
5
Ｚ

Ｎ
ー
Ｓ
Ｄ
Ｌ
（
設

定
表
示
器
）
が
1

2
、
0
0
0
円
。 

 
同
社
は
、
急
速
な

変
化
を
続
け
る
市

場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

こ
の
商
品
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
て

い
く
方
針
だ
。

　

加
入
組
合
員
の
う
ち
左
記
の

方
が
羅
災
さ
れ
、互
助
会
規
約

に
よ
り
見
舞
金
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。一
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
祈
念
し
ま
す
。

　
　
　

僉
半　
　

壊
僊

【
鹿
児
島
】
大
島
郡
知
名
町

奄
住
電
気
工
事
店

　
　
　
　
　
　
　
　

轟
陸
夫
様

　

互
助
会
加
入
者
の
う
ち
、
次

の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
互
助
会
規
約
に

基
づ
き
病
気
、そ
の
他
で
亡
く

な
ら
れ
た
ご
遺
族
の
方
に
弔
慰

金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
北
海
道
】札
幌
市
清
田
区
平
岡

三
陸
電
機
㈲　

松
田
隆
吉
様　
５９

【
宮
城
】
仙
台
市
青
葉
区
二
日
町

振
興
電
気
㈱
東
北
支
店

　
　
　
　
　
　

福
原
繁
隆
様　
５８

【
富
山
】
婦
貞
郡
八
尾
町

㈱
山
口
電
気
工
業

　
　
　
　
　
　

山
口
三
治
様　
５２

【
茨
城
】
多
賀
郡
十
王
町

十
王
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

根
本
福
寿
様　
７０

【
茨
城
】
ひ
た
ち
な
か
市
湊
本
町

中
郡
電
気
㈲　

中
郡
利
治
様　
４１

【
茨
城
】
水
戸
市
大
工
町

㈱
入
江
電
機
工
業
所

　
　
　
　
　
　

入
江
剛
龍
様　
６３

【
栃
木
】
真
岡
市
台
町

㈲
立
花
屋
電
機
商
会

　
　
　
　
　
　

安
沢
英
司
様　
６１

【
栃
木
】
小
山
市
稲
葉
郷

㈱
斎
藤
電
設　

斎
藤
篤
平
様　
６４

【
群
馬
】
館
林
西
本
町

㈱
ウ
チ
ダ
電
気
工
事

　
　
　
　
　
　

内
田
吉
雄
様　
８５

【
千
葉
】
千
葉
市
花
見
川
区
横
戸

町蜂
谷
電
気　
　
　

蜂
谷
武
様　
６６

【
東
京
】
三
鷹
市
牟
礼

㈲
新
井
電
気　

新
井
健
治
様　
６５

【
東
京
】
田
無
市
南
町

ラ
イ
ン
電
気
工
事
㈱

　
　
　
　
　
　

磯
崎
精
一
様　
５８

【
東
京
】
小
金
井
市
貫
井
南
町

黒
渕
電
設　
　

黒
渕
茂
夫
様　
５９

【
神
奈
川
】
川
崎
市
幸
区
小
日
向

西
町
㈱
寿
電
設　
　

渡
辺
洋
介
様　
６５

【
愛
知
】
春
日
井
市
味
美
町

尾
崎
電
気
工
事
店

　
　
　
　
　
　

尾
崎
光
男
様　
５２

【
愛
知
】
豊
橋
市
駅
前
通

㈱
ダ
イ
オ
ー
電
気

　
　
　
　
　
　

藤
下
俊
明
様　
５８

【
三
重
】
度
会
郡
大
宮
町

岡
島
電
気
工
事
店

　
　
　
　
　
　

岡
島
輝
明
様　
６１

【
京
都
】
京
都
市
左
京
区
一
乗
寺

出
口
町

㈲
吉
岡
電
機
商
会

　
　
　
　
　
　

吉
岡
正
治
様　
６９

【
京
都
】
京
都
市
右
京
区
西
京
極

北
大
入
町

㈱
鎌
電　
　
　

鎌
谷
基
雄
様　
６６

【
大
阪
】
大
阪
市
住
吉
区
南
住
吉

大
京
電
化　
　

辻
村
啓
二
様　
６３

【
大
阪
】
大
東
市
御
領

森
川
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

森
川
伍
一
様　
７４

【
大
阪
】
大
東
市
三
住
町

㈲
川
村
電
機
工
業

　
　
　
　
　
　

川
村
弘
敏
様　
７４

【
大
阪
】
大
阪
市
福
島
区
吉
野　

㈱
冨
士
商
会　
　

六
車
寛
様　
７２

【
大
阪
】
富
田
林
市
若
松
町

仲
村
電
機
商
会

　
　
　
　
　
　

仲
村
正
和
様　
６０

【
和
歌
山
】
和
歌
山
市
中
之
島

上
野
電
気
工
業
所

　
　
　
　
　
　

上
野
喜
生
様　
６２

【
兵
庫
】
神
戸
市
長
田
区
苅
藻
通

㈲
中
外
電
業
社

　
　
　
　
　

幸
野
谷
林
三
様　
６９

【
兵
庫
】
宝
塚
市
口
谷
東

新
陽
電
機
商
会　

新
谷
喬
様　
５３

【
兵
庫
】
姫
路
市
保
城

㈲
安
部
電
設　
　

安
部
智
様　
４３

【
愛
媛
】
新
居
浜
市
田
ノ
上

近
藤
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

近
藤
定
男
様　
８０

【
高
知
】
室
戸
市
室
戸
岬
町

㈲
川
崎
電
機
商
会

　
　
　
　
　
　

川
崎
安
男
様　
６５

【
福
岡
】
北
九
州
市
若
松
区
西
畑

町原
口
電
気
商
会　
　

堤
茂
様　
８２

【
福
岡
】
鞍
手
郡
若
宮
町

香
月
電
気
商
会

　
　
　
　
　
　

香
月
隆
志
様　
４１

【
大
分
】
臼
杵
市
望
月

㈲
疋
田
電
工　

疋
田
六
男
様　
５４

【
沖
縄
】
石
垣
市
字
登
野
城

㈲
先
島
電
工　

下
地
富
政
様　
５２

　

花
日
本
電
球
工
業
会
、
花
日

本
照
明
器
具
工
業
会
、
花
日
本

電
気
協
会
及
び
花
照
明
学
会
の

照
明
関
係
四
団
体
（
あ
か
り
の

日
委
員
会
）
に
よ
り
制
定
さ
れ

た
『
あ
か
り
の
日
』
は
、
今
年

で　

回
目
と
い
う
記
念
す
べ
き

20
年
を
迎
え
た
。

　

『
あ
か
り
の
日
』
は
、
「
照
明

文
化
の
向
上
に
よ
る
豊
か
な
社

会
の
創
造
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
活
用
」
を
目
指
し
、
照
明
の

持
つ
意
義
を
あ
ら
た
め
て
認
識

す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
照
明

知
識
の
普
及
と
啓
発
活
動
を
推

進
す
る
手
段
と
し
て
昭
和　

年
56

に
制
定
さ
れ
た
。

　
　

月　

日
は
、　

世
紀
ア
メ

10

21

19

リ
カ
の
発
明
家
エ
ジ
ソ
ン
が
実

用
に
耐
え
得
る
白
熱
電
球
を
3

日
間
に
わ
た
っ
て
点
灯
さ
せ
る

実
験
に
成
功
し
た
日
で
あ
り
、

そ
の
偉
業
を
称
え
た
も
の
で
も

あ
る
。

　

第　

回
を
迎
え
、
時
宜
に

20

あ
っ
た
実
施
要
項
の
見
な
お
し

を
図
っ
た
同
委
員
会
は
、
従
来

実
施
し
て
い
た
「
全
国
小
学
生

ス
タ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
代

え
、
今
年
か
ら
「
全
国
小
学
生

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

施
。
ま
た
街
頭
Ｐ
Ｒ
で
配
布
し

て
い
た
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
形
一

般
電
球
」
の
代
わ
り
に
、　

月
10

　

日
が
『
あ
か
り
の
日
』
で
あ

21る
こ
と
を
表
わ
し
た
「
メ
モ
帳
」

を
作
成
し
た
。

　

『
あ
か
り
の
日
』
委
員
会
で
は
、

各
電
力
会
社
及
び
会
員
事
業
所

の
協
力
の
下
、
全
国　

地
区

10

　

ヶ
所
で
2
0
0
余
名
を
動
員

20し
、
供
リ
ビ
ン
グ
や
和
室
僑
供
寝

室
や
エ
ク
ス
テ
リ
ア
僑
の
照
明

を
特
集
し
た
「
住
ま
い
の
照
明

手
帳
」
と
、
一
般
ユ
ー
ザ
ー
か

ら
の
情
報
を
収
集
す
る
た
め
の

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
が
き
」

及
び
「
メ
モ
帳
」
を
セ
ッ
ト
に

し
て
街
頭
で
配
布
し
た
。

温度を「制御」　

　から「管理」へ

「あかりの日」のポスター

広告スペース

広告スペース



全 日 電 工 連 平成 12 年 11 月 1 日(第３種郵便物認可) (1 2)第 3 8 0 号

　

中
国
電
力
鳥
取
支
店
（
鳥
取

市
新
品
治
）
は
午
後
1
時
半
、

非
常
対
策
本
部
を
設
置
。
米
子

や
倉
吉
市
に
は
現
地
対
策
本
部

を
置
き
、
約
3
0
0
人
が
情
報

収
集
や
復
旧
作
業
に
当
た
っ

た
。 

　

溝
口
、
日
野
、
日
南
町
で
は
、

日
野
と
溝
口
町
に
あ
る
2
カ
所

の
発
電
所
で
配
電
用
変
圧
器
の

保
護
装
置
が
地
震
で
作
動
し
た

た
め
、
約
9
、
3
0
0
戸
が
停

電
し
た
が
、
同
3
時
半
ま
で
に

完
全
復
旧
し
た
。 

　

ま
た
米
子
市
の
青
木
団
地
で

は
、
断
線
し
た
高
圧
線
を
直
す

緊
急
作
業
の
た
め
約
1
0
0
戸

が
停
電
し
た
が
、
同
4
時　

分
20

ご
ろ
復
旧
し
た
。 

　

同
支
店
で
は
非
常
対
策
本
部

を
設
け
て　

人
が
詰
め
た
ほ
か
、

31

米
子
と
倉
吉
市
の
合
わ
せ
て
3

カ
所
に
現
地
対
策
本
部
を
設
置
。

中
電
工
な
ど
関
連
会
社
の
応
援

も
含
め
、
約
3
0
0
人
が
情
報

収
集
や
復
旧
作
業
を
行
っ
た
。

　

一
方
、
中
国
電
力
島
根
支
店

の
調
べ
で
は
、
県
内
の
停
電
戸

数
は
5
、
1
0
9
戸
。
東
出
雲

町
の
揖
屋
変
電
所
の
変
圧
器
が

故
障
し
、
同
町
や
松
江
市
竹
矢

町
周
辺
な
ど
の
計
4
、
3
3
0

戸
が
、
地
震
発
生
か
ら
8
分
間

停
電
。
同
市
矢
田
町
周
辺
の
7

7
9
戸
が
、
配
電
線
の
断
線
で

約
1
時
間
停
電
し
た
。

　

島
根
県
鹿
島
町
の
中
国
電
力

島
根
原
子
力
発
電
所
は
、
島
根

原
発
1
号
機
（
出
力　

万
ｋ
ｗ
）

46

が
炉
心
隔
壁
交
換
、
同
2
号
機

（
同　

万
ｋ
ｗ
）
が
定
期
点
検

82

中
で
、
と
も
に
運
転
を
休
止
し

て
お
り
、
原
子
炉
な
ど
各
施
設

に
異
常
は
な
か
っ
た
。
周
辺
へ

の
放
射
線
漏
れ
も
確
認
さ
れ
て

い
な
い
。

　

同
地
震
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

（
Ｍ
）
7
・
3
は
、
原
子
炉
施

設
な
ど
の
耐
震
設
計
値
（
Ｍ
7

.
5
）
を
下
回
っ
て
い
た
。

　

米
沢
会
長
は
9
月　

日
、
札

29

幌
市
の
北
海
道
電
気
会
館
の
中

に
あ
る
札
幌
電
気
工
事
業
協
同

組
合
（
札
電
協
）
の
Ｐ
Ｃ
教
育

シ
ス
テ
ム
を
視
察
し
た
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
組
合
員
が

こ
れ
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

網
を
駆
使
し
た
Ｉ
Ｔ
社
会
を
先

取
り
し
、
仕
事
に
結
び
つ
け
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
ゆ
け

る
よ
う
、
島
津
会
長
の
号
令
の

も
と
青
年
部
が
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
も
の
だ
。

　

専
用
の
シ
ス
テ
ム
室
に
は
、

最
新
の
液
晶
モ
ニ
タ
ー
を
備
え

た
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
が　

台
、

10

講
師
用
パ
ソ
コ
ン
、
サ
ー
バ
ー
、

レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ
、
プ
ロ
ッ

タ
等
が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い

る
。
す
べ
て
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
が
可

能
と
な
っ
て
お
り
、
W
i
n
d

o
w
s　

が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ

98

れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
サ
ー
バ
ー
と

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
1
0
0

M
b
p
s
）
で
つ
な
が
っ
て
い

る
の
で
フ
ァ
イ
ル
の
一
元
管
理

が
可
能
と
最
新
の
技
術
が
惜
し

み
な
く
投
入
さ
れ
た
設
備
と

な
っ
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｃ
教
育
シ
ス
テ
ム
は
今
年

4
月
か
ら
、
実
際
の
運
営
が
始

ま
っ
て
お
り
、
現
在
は
初
級
者

コ
ー
ス
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
だ
。

　

こ
の
コ
ー
ス
は

6
日
間
の
コ
ー
ス

で
一
度
に　

名
ま

10

で
受
講
で
き
る
。

内
容
は
W
i
n
d

o
w
s
の
基
礎
が

1
日
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
体
験
が
1

日
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ

フ
ト
の
ワ
ー
ド
の

基
礎
が
2
日
、
表

計
算
ソ
フ
ト
の
エ

ク
セ
ル
の
基
礎
が

2
日
と
6
日
間
で

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎

が
一
通
り
学
べ
る

よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
る
。
青
年
部

大
阪
・
東
京
・

　
　
　

広
島
で
講
演
会

全
日
電
工
連
後
援

　
　

月
6
日
午
後
1
時
半
ご
ろ
、

10
鳥
取
県
西
部
を
震
源
と
す
る
強

い
地
震
が
あ
り
、
境
港
市
と
日

野
町
で
震
度
６
強
、
西
伯
町
、

溝
口
町
で
震
度
６
弱
を
観
測
す

る
な
ど
、
鳥
取
県
西
部
を
中
心

と
し
た
中
国
、
近
畿
、
四
国
な

ど
の
広
範
囲
で
激
し
い
揺
れ
を

感
じ
た
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
7
.
3
と
推

定
さ
れ
る
。
1
9
9
5
年
1
月

の
阪
神
大
震
災
を
超
え
る
規
模

で
、
震
源
の
深
さ
は
約　

キ
ロ
。

10

鳥
取
県
は
同
日
午
後
、
片
山
善

博
知
事
を
本
部
長
と
す
る
災
害

対
策
本
部
を
設
置
、
自
衛
隊
に

出
動
を
要
請
し
た
。

　

鳥
取
県
対
策
本
部
な
ど
に
よ

る
と
、
死
者
は
出
て
い
な
い
が
、

家
屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
土

砂
に
埋
ま
る
な
ど
県
内
で　

人
42

が
重
軽
傷
を
負
っ
た
。
1
0
0

棟
近
く
の
住
宅
、
ビ
ル
が
全
半

壊
し
、
土
砂
崩
れ
に
よ
り
道
路

や
線
路
が
寸
断
さ
れ
、
米
子
空

港
が
閉
鎖
す
る
な
ど
、
鳥
取
県

西
部
を
中
心
に
大
き
な
被
害
が

出
た
。

　

鳥
取
県
西
部
地
震
に
お
け
る

全
日
電
工
連
組
合
員
の
罹
災
状

況
に
つ
い
て
は　

月　

日
現
在
、

10

18

幸
い
に
も
人
的
被
害
（
死
亡
、

負
傷
）
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い

が
、
鳥
取
県
内
で
は
事
務
所
半

壊
、
屋
根
瓦
の
脱
落
損
壊
、
家

屋
内
壁
の
破
損
等
計
6
社
の
建

物
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
被
害
は
鳥
取
県
内
に
止

ま
ら
ず
、
島
根
県
に
も
及
ん
で

い
る
。　

月　

日
現
在
、
大
き

10

18

な
被
害
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い

が
、
追
跡
調
査
中
で
あ
る
。

　

以
上
詳
細
が
判
明
次
第
、
当

機
関
紙
『
全
日
電
工
連
』
に
掲

載
し
て
い
く
。

　

花
日
本
電
機
工
業
会
は
、
換

気
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
1
9
8
7
年
よ
り

毎
年　

月
9
日
（
供
い
い
空
気
僑

11

の
略
）
を
『
換
気
の
日
』
と
制

定
し
、
そ
れ
に
併
せ
て
消
費
者

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
る
。

　

第　

回
目
と
な
る
今
年
は
、

14

「
健
康
に
と
っ
て
大
切
な
換
気
。

居
間
に
も
換
気
扇
。
」
を
テ
ー
マ

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
。

　

社
会
的
に
室
内
の
空
気
汚
染

が
問
題
視
さ
れ
る
な
か
、
発
生

源
対
策
と
と
も
に
「
換
気
」
は

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
も
と
、
住
ま
い
と
そ

こ
に
暮
ら
す
人
に
と
っ
て
不
可

欠
な
「
換
気
」
の
役
割
を
呼
び

掛
け
て
い
く
。

　

ま
た
、
室
内
空
気
汚
染
の
現

状
と
課
題
、
換
気
の
重
要
性
等

を
正
し
く
伝
え
る
た
め
の
「
室

内
空
気
環
境
」
講
演
会
も
今
年

で
4
年
目
を
迎
え
、
全
国
3
ヶ

所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
。

　

第
1
回
目
は
、　

月　

日
に

10

13

大
阪
市
の
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
。
第
2
回
目
は　
11

月　

日
（
金
）
に
東
京
の
す
ま

10
い
・
る
ホ
ー
ル
で
開
催
、
引
き

続
き
平
成　

年
2
月　

日
に
広

13

23

島
に
て
開
催
の
予
定
。

　

主
催
は
室
内
環
境
学
会
、
共

催
は
花
日
本
電
機
工
業
会
、
後

援
は
全
日
本
電
気
工
事
業
工
業

組
合
連
合
会
、
全
日
本
電
設
資

材
卸
業
協
同
組
合
連
合
会
、
日

　

日
東
工
業
㈱
は
、
同
社
製

単
三
中
性
線
欠
相
保
護
付
サ

ー
キ
ッ
ト
ブ
レ
ー
カ
に
お
い

て
、
テ
ス
ト
装
置
に
一
定
期

間
、
生
産
工
程
で
不
具
合
部

の
パ
ソ
コ
ン
上
級
者
が
講
師
を

務
め
た
の
で
受
講
料
も
6
日
間

で
2
0
0
0
円
と
通
常
の
パ
ソ

コ
ン
講
習
会
で
は
実
現
で
き
な

い
組
合
な
ら
で
は
の
価
格
に

な
っ
て
い
る
。

　

視
察
の
間
、
米
沢
会
長
は
熱

心
に
運
営
を
担
当
し
て
い
る
青

年
部
員
に
質
問
し
、
高
度
情
報

化
の
Ｉ
Ｔ
社
会
を
組
合
事
業
に

積
極
的
に
取
り
込
も
う
と
し
て

い
る
米
沢
会
長
の
熱
意
が
感
じ

ら
れ
た
。

　

シ
ス
テ
ム
は
今
後
、
中
・
上

級
者
向
け
の
講
習
会
の
実
施
や

ス
キ
ャ
ナ
や
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
使
っ
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教

育
へ
の
対
応
な
ど
も
コ
ー
ス
に

取
り
入
れ
な
が
ら
、
北
海
道
工

組
の
重
要
な
情
報
発
信
基
地
の

役
目
を
担
い
な
が
ら
発
展
し
て

い
く
だ
ろ
う
。

本
健
康
住
宅
協
会
、
花
日
本
冷

凍
空
調
設
備
工
業
連
合
会
。

　

問
い
合
わ
せ
先
は
、
花
日
本

電
機
工
業
会　

家
電
部
業
務
課

緯
0
3（
3
5
8
1
）4
8
4
3

胃
0
3（
3
5
8
1
）4
7
7
5

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
る
米
沢
会
長

米沢会長が熱心に視察

札電協のＰＣ教育システム

米沢会長が視察
北
海
道

被
災
者
の
皆
様
に

　
　
　
　

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

『換気の日』

問い合わせ先

技術サービスブレーカ担当　　山本・磯村

フリーダイヤル 0120-221-014　F A X 0561-61-3603

時間 A M 9 時から P M 5 時

（土・日・祝日休み）

同社では利用者に対し、該当製品を確認した場合は、連

絡をお願いしている。

該当製品は

　　お知らせを

平
成　

年
鳥
取
西
部
地
震

12

品
が
混
入
し
、
通
常
使
用
状
態

で
不
要
動
作
が
発
生
し
て
い
る

と
発
表
し
た
。

　

同
社
は
、
点
検
・
確
認
の
実

施
の
お
願
い
を
個
別
に
進
め
て

き
た
が
、
よ
り
一
層
の
安
全
確

保
の
観
点
か
ら
、
条
件
に
該
当

す
る
製
品
に
対
し
代
替
品
に
交

換
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

取
り
替
え
該
当
製
品

　

製
造
期
間

平
成　

年
1
月
1
日
か
ら

10

平
成　

年
7
月　

日
ま
で

11

11

　

た
だ
し
、
製
品
ロ
ッ
ト
年
月

の
後
に
Ｃ
が
つ
い
て
い
る
製
品

は
、
対
策
済
で
あ
る

対象機種

単 三 中 性 線 欠 相 保 護 付 サ ー キ ッ ト ブ レ ー カ

50 ＡＦ～ 400 ＡＦ

ＮＥ 228 ＮＮＥ 5 8 ＮＮＫ 5 8 Ｎ
ＮＥ 258 ＮＮＥ 6 8 ＮＮＫ 6 8 Ｎ

ＮＥ 408 ＮＮＥ 108 ＮＮＫ 108 Ｎ

ＮＥ 158 Ｎ

Ｍ
7
・
3

　

震
度
6
を
観
測

鳥
取
県
電
工
組

　
　

6
社
が
被
災

鳥
取
県
で
は

9
3
0
0
戸
が

停
電

島
根
県
で
は

　
　

5
1
0
9
戸

島
根
原
発

　
　

異
常
な
し

通常使用状態で不要動作する恐れ

広告スペース
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